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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express5800/R120a-1 


八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 

各部の名称と機能（132ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （144 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （1 日9ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD-ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 



内蔵オプションの取り付け （1 目9ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップに日0ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まじついて説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
(CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設定についても 
説明しています。 

RAID システムのコンフイグレーション （28 日ページ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 

リセット （3 目1ページ） 

システムのリセ、ソト方法と内部メモリ （CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 
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132 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


(3) (5)-1 (6) 



(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護する力 
バー。添付のセキュリティキーで□ックすること 
ができる（一159ページ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリティ 
キーの差し □ (一 159 ページ)。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。また、スタ 
ンバイ時には点滅する（^139ぺージ)。 

(4) D 旧 K ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯ずる。内蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障ずるとア 
ンバー色に点灯する（一140ページ)。 


(日） ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する（一140ページ)。アイコンにある数字 
は「1」が LAN コネクタ1用で、に」が LAN コネ 
クタ2用を示す。 

(6) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
ずる（一141ぺージ')。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示ずるランプ（一139ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 
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装置前面（フ□ントべゼルを取りかしたが態) 


2.日インチディスクモデル 


前ページの 

な)〜口)を 



3.日インチディスクモデル 

前ページの 



( 1 ) 

( 2 ) 

(3) 

(4) 

(己) 

(目) 


(7) 


但) 


八ンドル（ちちに1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する（一156ページ)。 
背面のモニタコネクタと排他。 

USB コネクタにポート） 


USB インターフェースに対応している機器と接続 
ずる（一156ページ）。 

RESET スイッチ 


本装置をリセットするスイッチ（一361ページ）。 

DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（一446ページ)。 

POWER スイッチ 


電源を ON / OFF にするスイッチ（一160ぺージ）。 
-度押すと POWER / SLEEP ランプが点灯し 、 ON 
の状態になる。もう一度押ずと電源を 0 FR こす 
る。4秒じ人 L 押し続けると強制的に電源を 0 FR こ 
する（一362ページ）。 

《本装置はスリープ機能をサポートしていませ 
ん。 


UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押ずと消灯ずる（^164ぺージ)。 
ソフトウエアからのコマンドによっても点灯また 
は点;顾ずる。 

光ディスクドライブ 

セットしたディスクの読み出しまたは、書き込み 
を行う装置（^165ぺージ)。 

モデルや購入時のオーダによって(下のドライブ 
が搭載される。 

- DVD - ROM ドライブ 
- DVD Super MULTI ドライブ 


(8)-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 強制イジェクトホール 
(8)-3 トレーイジェクトボタン 

(9) 八ードディスクドライブベイ 

3. 己インチディスクモデルでは最大3台まで、 2.5 
インチディスクモデルでは最大6台まで搭載可能 
(^174 ページ)。括弧数字のあとの数字はチャネ 
ル番号を ZF ず。 

標準構成では (9)-0 を除くベイにダミートレイが 
搭載されている。 

(10) 0旧1<ランプ（緑色/アンパ’一色） 

ハードディスクドライブにあるランプ （141 ペー 
ジ)。八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。八ードディスクドライ 
ブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンバー色に交互に点滅ずる （ RAID シ 
ステム構成時のみ)。 

(11) フ□ッピーディスクドライブベイ 

オプシヨンのフ□、ソピーディスクドライブを取り 
付ける場所（一242ページ)。または、 RAID コン 
卜□ーラのバッテリを取りがける場所。 

フ□、ソピーディスクドライブと RAID コント □- 
ラのバッテリを同時に搭載することはできませ 
ん。 

(12) スライドタグ 

N 型番、シリアル番号を記載したラベルが/貼り付 
けられている。 
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装置背面 


( 1 ) 


に） 


(3) 


(4) 



(己） 


( 11 ) 


( 10)-2 


( 10)-1 


(1) フル八イト PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット 
(一208ページ）。フル八イトのボード用ス□、ソ 
卜。 PCI ス□、ソト番号は「旧」。 

(2) □—プ□ファイル PCI ボード増設用ス□ッ 
卜 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット 
(一208ページ）。□ープ□ファイル専用ス□、ソ 
卜。 PCI ス□、ソト番号は「1 C 」。 


オプシヨンの LAN ボードを搭載している場合、 
LAN ケーブルのコネクタの、ソメが手では押しに 
くくなっているため、マイナスドライバなどを 
使用して、ソメを押して抜いてください。その隐 
に、マイナスドライバなどが LAN ボードを破損 
しないよう十分にを意してください。 


(3) ブランクパネル（増設電源ユニットス□ッ 

卜） 

オプションの増設電源ユニットを搭載するス□、ソ 
卜（一186ページ)。 

(4) 電源ユニット 

標準装備の電源ユニット。 

(己） AC インレット 

電源コードを接続するソケットト156ページ)。 

(6) マウスコネクタ 

マウスを接続する（一156ページ)。 

(7) キーボードコネクタ 

丰ーボードを接続ずる（一156ページ)。 

(8) Speed ランプ（緑色/アンパー色） 

LAN の転送速度を示すランプ（^142ぺージ)。 

(9) UNK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ（一142ぺ一 
ジ)。 


(10) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ（一156ページ）。括弧数字の 
後の数字は「1」が LAN コネクタ1でに」が LAN 
コネクタ2を示す。 

システム BIOS のセットアップで Shared BMC 
LAN 機能を有効化することで、 LAN コネクタ1を 
運用 LAN だけでな<、マネージメント専用 LAN と 
しても使用することが可能。ただし、両方のデー 
夕を送受信する可能性があるため、性能およびセ 
丰ュリティの面で推奨しませんに75ページ）。 

(11) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1 00 BASE - TX /1 日 B ASE - T 対応の曰 hemet コネク 
夕（一142ぺージ)。 

運巧 LAN としては使用できません。 
EXPRESSSCOPE エンジン2等の接続に使用しま 
す。 

(12) DUMP スイッチ ( NMI ) 

押すとメモリダンプを実行する（^446ぺージ)。 

(13) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するス 
イッチ。スイ、ソチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押ずと消灯ずる（^164ぺージ)。 

(14) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯ずる（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯/点滅ずる 
(一141ページ)。 

(1 己） USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る（一156ページ）。 

(16) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する（一156ページ)。 
前面のモニタコネクタと排他。 

(17) シリア ルポー トに 0 M ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続ずる 
(一156ページ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 
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装置か観 



例： 3.5 インチディスクモデル 


(1) トップカバー (2) リリースボタン 

DIMM や CPU 、 PCI ボードなどの取り付け/取りか トップカバーをかす際に押すボタン。 

しの際に取りかず。 
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装置内部 


図は、ファンダクトを取り外した状態のものです。 

2.日インチディスクモデル 


( 12 ) 



(1) フ□ントパネルボード 

(2) バックプレーン 

(3) 電源ユニット 

(4) DIMM 

(己）マザーボード 

(6) PCI ライザーカード 

(7) トップカバーセンサ 

(8) RAID コント□—ラ 
N 8103 -116 A 相当内蔵。 

(9) プ□セッヴ （ CPU ) 

ヒートシンクの下に取りがけられている。 


(10) 冷却フアン 

(10)-1 

FAN 1 R 

(10)-2 

FAN 2 R 

(10)-3 

FAN 3 R 

(10)-4 

FAN 4 R 

(10)-5 

FAN 5 R 

(10)-6 

FAN 6 R 

(10)-7 

FAN 7 R 

(10)-8 

FAN 1 F 

(10)-9 

FAN 2 F 

(10)-10 

FAN 3 F 

(10)-11 

FAN 4 F 

(10)-12 

FAN 5 F 

(10)-13 

FAN 6 F 

(10)-14 

FAN 7 F 


(11) 八ードディスクドライブベイ 

(12) 光ディスクドライブ 
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3.日インチディスクモデル 


( 1 ) ( 2 ) 



( 12 ) 


(1) フ□ントパネルボード 

(2) バックプレーン 

(3) 電源ユニット 

(4) DIMM 

(己）マザーボード 
(目） PCI ライザーカード 

(7) トップカバーセンサ 

(8) プ□セッヴ （ CPU ) 

ヒートシンクの下に取りがけられている。 


(9) 冷却フアン 

(9)-1 

FAN 1 R 

(9)-2 

FAN 2 R 

(9)-3 

FAN 3 R 

(9)-4 

FAN 4 R 

(9)-5 

FAN 5 R 

(9)-6 

FAN 6 R 

(9)-7 

FAN 7 R 

(9)-8 

FAN 1 F 

(9)-9 

FAN 2 F 

(9)-10 

FAN 3 F 

(9)- 11 

FAN 4 F 

(9) -に 

FAN 5 F 

(9)-13 

FAN 6 F 

(9)-14 

FAN 7 F 


(10) 八ードディスクドライブベイ 

(11) 光ディスクドライブ 

(12) フ□ッピーディスクドライブベイ 

オプシヨンのフ□、ソピーディスクドライブを取り 
付ける場所（^242ぺージ)。 



























































138 各部のを称と機能 


マザーポー 


(1) (2)(3) (4) に）巧） （6) (7) (9) (8) に） （10) (11) 



外部接続 
コネクタ 
(134 ぺ一 
ジ参照） 


装置背面 


(1) 電源 コネクタ 

(2) 未使用コネクタ 

(3) USB FDD コネクタ 

(4) USB コネクタ（フ□ント） 

(日） SATA DVD コネクタ 

(6) SATA HDD コネクタ 

3.5 インチ SATA 2 八ードディスクドライブ搭載時 
のみ 

(7) FAN コネクタ 

(8) オプション COM コネクタ 

(9) HDD BP コネクタ 

(10) 未使用ジャンパ 

(11) CM 0 S クリアジャンパ （一 282ぺージ） 

( 1 2) パスワードクリアジャンパ 
(一282ぺージ） 

(13) RAID コンフイグレーシヨンジヤンパ 

2.5 インチディスクモデルは化荷時の設定のまま 
としてください。 


(14) リチウムバッテリ 

(1 已） PCI ライザーカード用コネクタ（□—プ日 
ファイルのボード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
に08ページ)」を参照してください。 

(16) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ボー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
に08ページ)」を参照してください。 

(17) RAID コント□—ラ用コネクタ 

(18) USB メモリモジュールコネクタ 

( 1 9) フ□ントノ くネル用コネクタ 

(20) フ□ントビデオ用コネクタ 

(21) DIMM ソケット（一191ぺージ） 

(22) プ□セッヴ （ CPU ) ソケット 
に2)-1プ□セ、ソサ# 1( CPU #1) 

に 2)-2 プ□セ、ソサ# 2( CPU #2) 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプけ:） 

本体の電源が ON の間、緑色に点なしています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。また、スタンバイ時には点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点のします。 STATUS ラン 
プが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは八ードウエアになんらかの 
異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 


W "0 • ESMPRO をインス I ルしておくとエラー□グを参照することで故障 

量3 の原因を確認することびできます。 

• し>つたん電源を OFF にして再起動ずるときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(362 ページ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてくださ 
し、。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

目10 S セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急(こな換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復巧能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

- 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色に点な 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 （ ERR ) 

いったん電源を 0 FR こして、電源を 
ON (こし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメ 、ソ セージが表 
示された場ろは、メッセージを記録 
して保守サービス会社(こ速絡してく 
ださい。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

( NMI ボタン押下時など） 

※ソフト要因のダンプ中は緑点のの 
ままです。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

アンバー色(こ点火了 

温度異常をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い。 


CPU 温度の異常をお化した。 



ChipSet の温度異常をお化した。 


アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどち6か一方の電 
源ユニ、ソトに AC 電源が供給されてい 
ないか、どち6か一方の電源ユニッ 
卜の故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
(こ連絡してください。 


ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実に接締されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ6ない場合は、保守サー 
ビス会社(こ連絡してください。 


温度警告をお化した。 

内部ファン(こホコリやチリがが着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 


電圧警告をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


いずれかの八ードディスクドライブ 
の故障をお化した。 

い。 


トップカバーが開いていることをお 
んしに。 

トップカノ \一を確認してください。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取りがけられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびじランプは緑色に点灯します。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 


ACT ランプ（品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点なし、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 
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UID ランプ （ ID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイ、ソチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点灯し、保守をしようとしている装置を特をすること 
ができます。 UID ランプを消なさせるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは「サー 
バの確認 （ UID スイ、ソチ） （164 ページ)」を参照してください。 


けこ リモート管理ソフトウエアなどからランプを点灯させることができます。 

户國 


ディスクアクセスランプ 

光ディスクドライブのディスクアクセスランプは、セツトされているディスクにアクセスして 
いるときに点なします。 


ノ V — ドディスクドライブのランプ 

八ードディスクドライブベイに搭載される八ードディスクドライブじある D に K ランプは表示 
状態によって意□末が異なります。 




• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンパ’一色に点な 

RAID システムで論理ドライブを構成しているとき、取りがけている八ードディスクドラ 
イブが故障していることを示します。 



RAID システムで論埋ドライブ (RAID 1 、 RAID 10、 RAIDS 、 RAID 50、 RAID 6) 
を構成している場合は、1台 (RAID 6では2台)のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブ 
を交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勸めします（ハードディスク 
ドライブの交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。 RAID システムでは、故障した八ードディスクドライブを巧換すると自動的 
にデータのリビルドを行いますけートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に巧互に点なします。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
じ点なします。 


wO リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中斷されまず。再起動 
してか5ノ V — ドディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、才ートリビルド機能を使用するときは次の 
ま意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 ly 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN コネクタにはそれぞれ2つのランプがあります。 



• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークの状態を表示します。本体と八ブじ電力が供給されていて、 
かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネ 、ソ トワークの通信 モー ドがどのネットワ ー クインタフ エースで 動作さ 
れているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN コネクタは、1000 BASE - T と100目 ASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンバー色に点なしているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑色に点なしているときは、 

100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN コネクタは、100目 ASE - TX と 10 BASE - T をサポート 
しています。緑色に点なしているときは、100巨 ASE - TX で動作されていることを 
示します。消なしているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 

AC POWER ランプ AC インレット ACPOWER ランプ AC インレット 



AC インレツトに電源コードを接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑色に点滅しま 
す。 

本装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給開始）するとランプが緑色に点なします。 

本装置の電源を ON じしてもランプが点なしない、またはアンバー色に点なまたは点滅する 
場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを巧 
換してください。 


*1 2台の電源ユニット構成で、一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もう一方の（電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンバー色に点滅します。電源コード 
を接続ずると、緑色の点滅に変わりまず。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を化頼して < ださい。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
I こちオンラインド羊ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
るまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

A A 

参 

1人で搬送•設置をしない 

参 

荷重び集中してしまうような設置はしない 

Q 

参 

1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

参 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


参 

定格電源を越える配線をしない 


参 

腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、ぶ蔵庫などのおく）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止力日エが施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくじ設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


wO ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10 た〜3己で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中に 
ラック内部の温度び保証節囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 

本装置をラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています)。 



警告 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所で使用しない 


A 注意 


AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。乂傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取りがしをしない 

• カバーをがしたまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取りがけることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
化荷時にスライドレールは左ちともに 
背面側と側面がテープで固をされてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがして < ださい。 



テープ 
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• レールアセンブリの取り外し 


本体左ちに取りがけられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 



本体前面にある□ック解除ボタンを押 
しながら、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチ、ソ」と□ックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
パー(白色）を矢印の方向に引き、□、ソ 
クを解除しながら本体から取り外しま 
す。 




方向に引きながらレールを引き 
化してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態じなります。 



インナーレール 
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取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



• レールアセンブリは、取りがしたインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ ' C — やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 


• レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラ、ソクの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことを確認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリが確実(こ□ックされて脱落しないことを確認してください。 

区エック I 
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• 本体の取り付け 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 



1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引を 
出す。 
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2. 2人(上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリじ確実に差し込んでからゆつ 
くりと静かに押し込みます。 



途中で本装置が□ックされたら、 
側面じあるレリーズレバー（青色 
のレバーが左ちにあります）を手 
前または、奥に押しながらゆっ< 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し) A むと装置前面 
の□ックがかかり装置を固をでき 
ます。 



• レノ ' C — やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強し、摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださし、。左右のロックが完全にかかつたのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と麟接する位置(こ本装置を取り付ける際は、他装置と 

巨!^ 本装置の崖体が干渉していないことを確認して<ださい。もし干渉して 

いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールが ラ、ソ 
クのフレームにあたり、引き化せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 

フ □ン トべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに 引っかけるようにしながら 
取りがけます。 


タブ 



取り外し手順 

次の手順で本体をラ、ソクから取り外します。 


A ミ主意 


AA 

AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取りがしをしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. くオプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 



セキユリテイキース□、ソト 
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4. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 



日.左ちのレリーズレバー（青色）を 
手前または奥に押して、□ックを 
解除しながらゆっくりとラックか 
ら引さ出す。 



wO 装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないでくださ 
Bto し、。装置び落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 



• 複数名で装置の底面を支えなが5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引さ出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれびあり、危険です。 

• レノ やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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レールアセンブリの取り外し 

次の手順でレールアセンブリを19インチラックから取り外します。 


A ミ主意 


爪瓜 

AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 1己1ぺージの「取り外し手順」を参照し、本体をラックから取り外す。 


2. 本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具を用意 
する。 



3. レールアセンブリ前面側にある角穴 
に、取り外し工具をち図の向きで差 
し込む。 
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4. レールアセンブリの□ックを解除す 
る。 

ち図のように、取り外し工具を矢巧 
の方向に力を力□えて□ックを解除し 
ます。 



□ック用スプリング 



上から見た場合 


日.□ックを解除したが態でレールアセ 
ンブリをラックから取り外す。 

































ハードウエア編 155 


6. レールアセンブリ背面側にある角穴 
に、取り外し工具をち図の向きで差 
し込み、レールアセンブリの□ック 
を解除する。 


ち図のようじ、取り外し工具を回転 
させて□ックを解除します。 

7. □ックを解除したが態でレールアセ 
ンプリをラックから取り外す。 



前面から見た場合 



横から見た場合 








































156 設置と接続 



本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの國は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


wO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、ヴーバスイッチ ユニッ トへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守ヴービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 

A A 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 

1、 


参 

指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 
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ディスプレイ装置で 



シリアルインタフエ- 
を持つ機器 


-ス 


八ブ/スイッチング八ブなど 




マウス 


100 BASE-TX/ 
10BASE-T 


管理ポート 


1000目 ASE-T/ 
100 BASE-TX/ 
10BASE-T 
運用系ポート 


最後に添付の電源コー 
ドをコンセントに接続 
する""^。 

UPS に接続ずる場合は 
次ページの説明を参照。 


背面 



□□□□□□□□□□□□ 咳 
□□□□□□□□□□□□ 



*1 電源コードは、 15AJ：_^ 下のサーキットブレーカに接続してください。 
*2 前面と背面で排他。 



• 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となります。 

• 辭社杉が（サードパーテイ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用 
できることをあ5かじめ確認してください。サードパーテイの装置の中 
には本装置で使用でさないものびあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできません。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルびか5 
まないよう固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラ 
フオーミングして < ださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフオー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードが巧けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分び圧迫されないようにしてください。 
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無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある化カコンセン 
卜に接続します。詳しくは UPS に添付の説明書を参照してください。 


コンピュータインターフェースポート （UPS) 



入カコネクタ 
(NEMA5-15P) 


電圧感度設定ボタン 


本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の目 IOS 設定の変更が必要となることがあります。 

BIOS の 「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい)。詳しくは271ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け • 取りかし 


本体の電源の ON / OFF や光ディスクドライブを取り扱うとき、八ードディスクドライブベイへ 
の八ードディスクドライブの取りがけ/取り外しを行うときはフ□ントべゼルを取り外しま 
す。 


W"0 フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けるこ 
BM とびでさません。 

フ□ントべゼルの取り付け-取りがし時に POWER スイッチを}甲さえないよう 
にま意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く押しながら回して□ックを解除する。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 


フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取りがけます。取 
り付けた後はセキュリティのためにち羊一 
で□ツクしてください。 



タブ 



フレーム 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 



マザーボード上にある本装置を監視する「サーバーマネージメント論埋回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーバーマネージメント論埋回路が要求するものです。 


1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 

^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合 

民!^ は、電源制御装置の電源が ON (こなっていることを確認してください。 


2. フ□ントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
□ゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲ずま 
で30秒 m 上の時間をあけて < ださい。 

• 「NEC」 □ゴおよび□ゴ下側に何5かの文字び表示されるまでは電源を 
OFF にしないで < ださい。 


POWER ランス 


/POWER スイ、ソチ 


I 回 I I 回 I 

み 


圓备 g ち-§ 


ca 


飄 © 圖圖 ggg §◎◎ □ 日 Jr 

口 1 - ] 〇 

1 日 

111[距距目距目目距目距目距目] D 叫 

■ □□□ 
□□□ 

(( II II ) ) j > 

CL II II J J fc_ つ i 

(1 II II ) > y > 

□ □□ 
□ □□ 

(1 II II ) )1 、 

CL II II IXD U__ D < 

(t II II > ) Y 、 

□ □□ 
□ □□ 

(( II II ) > i > 

^ ^ !! !! i J‘ 眉。 

冒1冒! 

□ □ 

□j 

□□□ 

□□□ 

)□□□ 
□ □□ 

) 即目 


「 NEC 」 □ゴを表示している闇、本装置は自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧くださし^。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
医て巧！ 405ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


化荷時の設をでは POST を実行している聞、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（く Es に羊一を押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 


M 层 C 



BIOS のメニユーで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」の 
rAdvanced (261 ぺージ）」にある 「BooHime Diagnostic Screen 」 の設定:を 
「 Enabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作、リセットまたは 

ito 電源 OFF、 電源ケーブルを巧かないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ressAnyKey」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要ホしているためのものです。 
オプションの マニュ アルにある説明を確認してか5何かキーを巧してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りびあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することびあります。 

この場合は <F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されま 
す。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで 
に数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表 
示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU やマヴーボード内のベースボードマネージメントコント□ーラな 
どを検出したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 lil 下の表示内容 
は一例です。システムの設定状態によって表示が一部変わります。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設を方まやパラメータの機能については、「システム BIOS ( SETUP ) のセットアッ 
プ （250 ページ）」を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的じもう一度 
はじめから POST を実行します。 

「く F 12> to Network 」 のメッセージは、ネットワークブート （ PXE ブート）を促す 
メッセージです。く F 12> 羊一を押すことでネットワーク上のブートデバイスを横索 
し、起動します。 


4. く3.日インチディスクモデルで3.己インチ SATA 八ードディスクドライブを搭載した 

场ィロ > 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embededd MegaRAID™) を有効(使用する 
) に設定している場合、 RAID システムの設定や管理をするユーティリティの起動を 
促すメッセージが表示されます。 


Press く Ctr し > く M> to Run LSI Logic Software RAID 
Setup Utility- 

ここで、く Ct 「 l > 丰一を押しながら、く M > キーを押すとユーティリティが起動します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション （285 ページ)」を参照してくだ 
ぎい。 



• 2. 己インチディスクモデルは、この機能を持っていません。 

• このユーティリティは、 A— ドディスクドライブ内の記憶状態の管理や 
保守のためのものです。28己ページ似降の説明をよく読んで操作してく 
ださい。 
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日. 2.日インチディスクモデルの本体装置内蔵の RAID コント□ーラ（N81日 3-1 1目 A 
相当内蔵）や、オプションの RAID コント□-ラ(N8 103-1 16A /1 1 7 A/ 

118 A)、SCSI コント□-ラ、ネットワークカードを搭載している場合は、それぞ 
れのボードが持つ BI 日 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表 
示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自動的に続けます）。 
liTF は SCSI コント□ーラの場をの表示例です。 

Press く CtrL> く A> for SCS I SeLect(TM) UtiLity! 

をボードのユーティリティを起動する方まやボードが提供する機能、ユーティリ 
ティの操作方法については、をボードの説明書を参照して<ださい。 

ユーティリティを終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI バスス□、ソトに複数のオプションボードを搭載しているときは、 PCI ライ 
ザーカード「旧」（フル八イト用）、 PCI ライザーカード「1 C 」（□-プ□ファイル 
用）に搭載しているボードの順でをボードの情報を表示します。 

6. 巨 I0S セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を OFF にしてから、約30秒ほど時闇をあけ 
て ON にして本装置を起動し直してください。 

wO os をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


7. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方まじついては、 「 POST 中 
のエラーメッセージ （405 ページ)」を参照してください。 


w"0 保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障している メモリ は SETUP ユー ティリティからでも確認できます （262 ぺ一 
ジ参照)。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 



Windows Server のスタンバイ/か止機能は使用できません。 Windows のシャツ 
トダウンにてスタンバイ/イ木止を設をしないで下さい。 


ヴーパの確認 （UID スイッチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために装置の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」がもうけられて 
います。 

UID (ユニット ID ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消な 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勤めします。 


UID ランプ UID スイ、ソチ 



I □□ I ^ — 
□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□ 
I □□□□□□□□□□□□ 



へ 



UID ランプ UID スイ、ソチ 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に装備されている光ディスクドライブには 
じ(下のタイプがあります。 

• DVD - ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

参 DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

DVD Super MULTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添がされているライティングソフトウエア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説 

明をご覧くださし、。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の注意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が日 N (P 日 WER ランプが点'灯) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 


トレーが少し化てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


己.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるよラに指で押して、 
トレーにセツトする。 



ディスクのこの部分を押す 
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6. トレーの前面を軽く押して元に戻 
す。 


W"0 ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときはディスクを 
セットし直してください。 



ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようじトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点なしていないことを磕認してく 
ださい。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中ムにある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り化します。 



ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 




168 基本的な操作 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り化せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り化します。 


1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を 日 FF (P 日 WER ランプ消'打）にする。 

2. 直径約 1.2mm、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引さ伸ばして代用でを 
る）をトレーの前面にある強制イ 
ジェクト ホールに 差し込んで卜 
レーが出てくるまでゆっくりと押 
す。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守ヴービス会 
社に連絡してください。 


_~^ と _ 

強制イジ ェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



A \^ 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

一人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
高温ま意 
感電ま意 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ず 「EXPRESSBUILDER」 
DVD を使ったシステムをアップデートしてください （93 ページを参 
照)。 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 


安き上の注意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構ぶされています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. 日 S のシャットダウン処理を行う。 

八ード ディスク ドライブや増設電源 ユニッ トで、 ホ、ソ ト スワップで 増設ができる場 
合は、シャットダウン処理をする必要はありません。 

2. セキュリテイキーでフ□ントべゼルの □ ックを解除する。 



3. フ□ントべゼルを取り外す。 

4. P 日 WER スイッチを押して本装置 
の電源を日 FF (P 日 WER ランプ消 
好）にする。 

己.本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 


W 上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライバが必 
要です。用意して<ださい。 



八ードディスクドライブと電源ユニットを除く内蔵部品の取りがけ/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き化した状態で行います。 


A ミち意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 


A A 

Q 


• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• ち：曰:ちな 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1 . 171ページを参照して準備する。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイ、ソチを押すことで点灯 
医!^ する UD ランプを利用してください。 
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2. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き化している途中で □ 、ソクされ 
ます。□ックされたところで引き 
んしは J C す0 


ラ 、ソク へ収納するときは、左ちのレリーズレ 
パー清色）を手前または、奥に押しながら 
再度、ラックへ押し込みます。 




レバーやレールで指を挟まないよう十分を意してください。 
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KD 付け/取 D かし後の巧認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について磕認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端じ取り付けず、磕実に取りがけてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを磕認して<ださい。ぶま口 
効果を失うと装置内部の温度の上昇じより誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスじよっては、彰断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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八ードディスクドライブ 


本装置の前面には八ードディスクドライブベイがあります。 

モデルによって取りがけられるディスクインタフェースとドライブのサイズ•搭載数が]: i 下の 
ようじ異なります。また、搭載するス□、ソトによって八ードディスクドライブの ID (チャネル 
番号または Port 番号)が固をで決められています。 

八ードディスクドライブは専用のドライブ羊ャリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブ羊ャリアに搭載された状態のまま装置に取りがけます。 

• 3.日インチディスクモデル 

- SATA 八ードディスクドライブ 

オンボードの RAID コント日ーラ 0 _SI Embededd MegaRAID ™) や、オプションの 
RAID コント日ーラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) でシリアル ATA ( SATA ) イン 
タフェースをサポートしています。 3.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八ード 
ディスクドライブを最大3台搭載することができます。 



NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 A - ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障ずるおそれびあります。次に示ずモデルをお買い 
求めくださいに009年12月現在）。 

- N 8150 -208 A (1 目 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81己 0-209 A (2 已 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81己 0-274( 己00 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81己 0-27 己 (7 己 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81 50-263(1 TB . 7200 rpm 、 SATA 2/300) 
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- SAS 八ードディスクドライブ 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) を搭載時にのみサ 
ポートしています。 3.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八ードディスクドライブ 
を最大3台搭載することができます。 



Hi 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めくださいに009年12月現在）。 

- N 81已 0-287( 14巨.已 GB 、 1己000 rpm 、 SAS ) 

- N 81已 0-288(300 GB 、 1己000 rpm 、 SAS ) 

- N 8150 -24 己 (4 己 0 GB 、 1己000 rpm 、 SAS ) 
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八ードディスクドライブベイは化荷時の構成でマザーボード上の Mini SAS コネクタじ接 
続されています。 

八ードディスクドライブを RAID システムで使用する場合は、じ(下を参照してください。 

- オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) を使用する場合 
RAID システムの構築、設定:、管理じは 、 「LSI Software RAID Configuration 
Utility 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用します。 

詳細は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （285 ぺージ ）、 「Universal 
RAID Utility 」（385 ページ）を参照してください。 

- オプションの RAID コント日ーラ ( N 8103 -116 A /117 A /118 A ) を使用する場合 
RAID システムの構築、設を、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 」 を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コント□-ラに添付の説明書や 、 「Universal RAID 
Utility 」（385 ページ）を参照してください。 

• 2.日インチディスクモデル 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A ネ目当内献で SAS インタフエースをサ 
ポートしています。 2.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八ードディスクドライブを最 
大6台搭載することができます。 

- SASA - ドデイスクドライブ 


NEC で指定していないノ V — ドディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障ずるおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
ホめくださいに009年12月現在）。 


- N 81已 0-2 曰6(14巨.己 GB 、 10000 rpm 、 SAS ) 
- N 81己 0-2 巨 8(300 GB 、 10000 rpm 、 SAS ) 

- N 81已 0-2 曰 8(73.2 GB 、 1己000 rpm 、 SAS ) 

- N 81己 0-2 巨9(146.日 GB 、 1日000 rpm 、 SAS ) 


Port 日 
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Port 4 
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A - ドディスクドライブベイは化荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント□ーラ 
( N 8 103- 11 6 A 相当内蔵）に接続されています。 

- 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-116 A 相当内蔵)を使用する場合 
RAID システムの構築、設定:、管理じは、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 」 を使用します。 

詳細は、 「 RAID システムのコンフィグレーシヨン」 （285 ぺージ ）、 「Universal 
RAID Utility 」（385 ページ）を参照してください。 


八ードディスクドライブベイの Port 〇のス□、ソトム(外にはダミートレイが入っています。ダ 
ミートレイは装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを搭載し 
ない場合にはダミートレイを取りがけてください。 
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— SATA 八ードデイスクドライブ 


RAID コント日ーラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) でシリアル ATA ( SATA ) イン 
タフエースをサポートしています。 2.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八ード 
ディスクドライブを最大6台搭載することができます。 


W "0 NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
■to ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障するおそれびあります。次に示ずモデルをお買い 
ホめくださいに009年12月現在）。 

- N 81曰 0-276(1 巨 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81曰 0-277( 曰00 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 


- SSD 八ードディスクドライブ 

RAID コント日ーラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) でシリアル ATA ( SATA ) イン 
タフエースをサポートしています。 2.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八ード 
ディスクドライブを最大6台搭載することができます。 


W -0 NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障するおそれびあります。次に示すモデルをお買い 
ホめくださいに009年12月現在）。 

- N 8150-702(50 GB 、 SSD ) 


取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


wO RAID システム構成ずる場合、同じ仕様（同一 容量、 同一回転数、同一規格) 
の八ードディスクドライブを使用して、ディスクアレイを作成してください。 


^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
医!^ ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 
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3-日インチ八ードディスクドライブの取り付け 


3.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

2.5 インチディスクモデルの場合は、「2.5インチ八ードディスクドライブの取りがけ」 (179 
ページ）を参照してください。 


1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に3つあります。左のス□、ソトから順に取り付けてください。 


3. ダミートレイを取り外す。 


ダミートレイは Porto のベイを除 
く八ードディスクドライブベイに 
入っています。 



Bi 


• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレイを取り付けてく 
ださい。 








178 内蔵オプションの取りがけ 


日. 


ドライブキヤリアと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 



m 


• ハンドルのフックびフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 


^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
民ェック I ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際(こ誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


• 八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 

• さ5にしっかり入っているか、再度巧し込んでください。 


^ 押し} A むときじ八ンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
医!^ してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
(279 ページ）で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントベゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティ羊一で□、ソクします。 
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2.日インチ八ードディスクドライブの取り付け 


2.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

3.5 インチディスクモデルの場合は、「3.5インチ八ードディスクドライブの取りがけ」 (177 
ページ）を参照してください。 

1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に6つあります。 Port 番号のルさい順に取り付けてください（「2.5 
インチディスクモデル」 （175 ページ）を参照）。 

3. ダミートレイを取り外す。 

ダミートレイは Porto のベイを除 
く八ードディスクドライブベイに 
入っています。 



• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、夕’ミートレイを取り付けてく 
ださい。 


4. ドライブキヤリアの八ンドルの 
□ックを解除する。 



















180 内蔵オプションの取りがけ 





• ハンドルのフックびフレームに当たるまで押し込んでくださし、。 

• 八ンドルで指を挟まないようを意してください。 


^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイッチはお接しています。八ード 
医て巧！ ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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8. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチ、ソ」と音がして□ックされま 
す。 



W -0 八ンドルとトレーに指を挟まないようにを意してくださし、。 
Ito さ5にしっかり入っているか、再度巧し込んでください。 


^ 押し込むときにハンドルのフックがフレーム(こ引つかかつていることを確認 
If て巧] してください。 


9. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
(279 ページ）で起動順位の設定をする。 


八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

10. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントベゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセ车ュリティ羊一で□ックします。 


















182 内蔵オプションの取りがけ 


取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


3.日インチ八ードディスクドライブの取り外し 


3.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

2.5 インチディスクモデルの場合は、「2.5インチ八ードディスクドライブの取り外し」 (183 
ページ）を参照してください。 


^ 八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 

民エック I ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



D に K ランプ 


1 . 171ページを参照して準備をする。 



グ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
巨!^ ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないようにを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に弓 I き出 
す。 

4. A - ドディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場を 
は、空いているス□ットにダミー 
トレイを取り付ける。 


己.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
(279ページ）で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを取り外すとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 



2.日インチ八ードディスクドライブの取り外し 


2. 5インチディスクモデルの手順を次に示します。 

3.5 インチディスクモデルの場合は、「3.5インチ八ードディスクドライブの取り外し」 (182 
ページ）を参照してください。 



Ifi ック I 


八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点灯しているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 












184 内蔵オプシヨンの取りがけ 



^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
匠エック I ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



八ンドルを持って引き化さないで<ださい。八ンドルが破損するおそれがあり 

Ifi ック] ます。 


日. A - ドディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレイを取り付ける。 

目.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
(279ページ）で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを取り外すとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 
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RAID システム構成での八ードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、巧換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することじより、故障を起こすじ(前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6、 RAID 10 、 RAID 50 に設をされている 
論理ドライブで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている間、八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアン 
バー色に巧互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 


»1"〇 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ランプが 
アンパ’一色に点なしまず。八ードディスクドライブの取りがし/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒 W 上の闇隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色 
じ交互に点なしています）。 






186 内蔵オプションの取り付け 



ホ、ソトスワップに対応した2台の電源ユニットによる冗長構成で運用することができます（標 
準では1台構成)。 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す。 


國 


U 

□□ 


□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□ (③ら。。。。。。。® 
□□□□□□□□□□□□ 



i rLJOi rLji rLJOi JLj 


。®。□因回© 


□□□□□□□□□ 、 


〇 


◎□1 

□□1 

□□1 

□□1 


背面 


増設ス□、ソ I 


標準ス□ット 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 171ページを参照して準備する。 

2. ブランクカバーを取り外す。 



取りタルたカバーは大切に保管しておいてくださし、。 
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電源ユニット接続端子部分には触れないでくださし、。 





電源ユニット 
(オプション）用 
電源コード 






































188 内蔵オプションの取りがけ 


標準で添付されていたものと、増設 
した電源 ユニッ トじ添付されてい 
る コー ドを使います。 コー ドを接続 
すると AC POWER ランプが緑色に 
点滅します。 

コードを接続していない電源ユ 
二、ソトの AC POWER ランプはアン 
バー色に点灯します。 

電源コードを接続すると、2台の電 
源ユニット共に AC POWER ランプ 
は緑色じ点滅します。 

6. 本装置の電源を日 N にする。 



オプション 標準装備 


AC POWER ランプが緑色に点なします。 

7. STATUS ランプや P 日 ST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認す 
る。 


エラー表示の詳細については405ページを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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故障した電源ユニットの交換 

巧換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A ミ主意 


A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 感電ま意 


正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中價源 ON の状獻に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順1をとばしてくださし、）。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 （AC POWER ランプがアンバー色に点'打 
または点滅）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、 P 日 WER スイッチを押して電源を日 FF にする。 

3. 故障している電源 ユニッ トの AC コー ドを抜く。 

4. 電源ユニットのレバーを内側に押 
し、とつ手をにざりながら手前に 
引く。 

己.電源ユニットを取り外す。 


6. 電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手 
順2で取り外したカノ く一を取り付ける。 



wO 装置内部のを却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス 
□ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


7. 「取り付け」の手順3〜7の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 
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トップカパー 


CPU の取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを取り外し 
ます。 

取り外し 


1 . 171ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(171 ページ参照)。 

3. トップカバーにある□ックボタン 
を押しながら装置背面へスライド 
させる。 

4. トップカノ く一を持ち上げて本体か 
ら取り外す。 


取り付け 

トップカバーを取り付けるときは、トップカ 
バーのタブが本体フレームに確実に差し込 
まれるよう、まっすぐ本体の上に置いてくだ 
さい。 


トップカバーを本体前面に向かってスライ 
ドさせると「カチ、ソ」と音がしてトップカ 
バーが□ックされます。このときに □、ソ クボ 
タンの状態を磕認してください。磕実に□、ソ 
クされると □ 、ソクボタンが上に上がった状 
態になります。下に押された状態（くぼんだ 
状態）の時はトップカバーをもう一度本体前 
面に向けてスライドさせて<ださい。それで 
も□ックされない場合は、いったんトップカ 
バーを取り外してから、もう一度取り付け直 
してください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケツトに取りがけ 
ます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが12個あります。 



メモリは最大 192GB(16GBX12 枚)まで増設できます（標準装備の DIMM も交換 
が必要)。標準出荷構成では、 CPU1-DIMM1 と CPU1-DIMM2 に 1GB の DIMM を 
搭載しています。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか 5 ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は 170 ぺージで詳しく 
説明しています。 

• 指定似がの DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードび故障ずるおそれび 
あります。また、これ 5 の製品び原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買いホめくだ 
さいに 009 年 12 月現在）。 


N 8102 -32 巨 
N8 102-327 
N8 102-328 
N8 102-329 
N8 102-337 
N 8102 -3 已 1 
N8 102-352 
N8 102-353 
N8 102-354 
N 8102 -3 已已 


1 GB 増設メモリボード 
2GB 増設メモリボード 
4GB 増設メモリボード 
8GB 増設メモリボード 
1目 GB 増設メモリボード 
2GB 増設メモリボード* 
4GB 増設メモリボード* 
8GB 増設メモリボード* 
1目 GB 増設メモリボード* 
32GB 増設メモリボード* 


* メモリミラーリング機能またはメモリ□ツクステツプ機能対応 
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DIMM の増識頃序 


1 CPU 構成時と 2 CPU 構成時でメモリの増設順唐が違います。 

1 CPU 構成時は DIMM ス□、ソト番号のルさい順に増設してください。 

2 CPU 構成時はを CPU の DIMM ス□、ソト番号のルさい順に交互に増設してください。 

容量の大きいメモリからス□、ソト番号のルさい順に増設してください (8 GB -4 GB -2 GB - 
1 GB )。 


CPU2-DIMM 3 
CPU2-DIMM 6 
CPU2-DIMM 2 
CPU2-DIMM 己 
CPU2-DIMM 1 
CPU2-DIMM 4 

CPU2 

CPU1 

CPU1-DIMM 4 
CPU1-DIMM 1 
CPU1-DIMM 己 
CPU1-DIMM 2 
CPU1-D1MM 6 
CPU1-DIMM 3 


前面側 


背面側 



マザーボード 


m 


CPU2 を実装していない場合、 CPU2_DIMM1 〜巨は使用できません。 




標準メモリ また は N 81 02-326/327/328/329/337 搭載時はメモリミラーリ 
ングおよびメモリロックステップ機能は、サポートしていません。 

出荷時の2枚の 1 GB DIMM メモリおよび 1 GB 増設メモリボードは x 4 
SDDC にが応しておりません。 X 4 SDDC 機能を利用する場合は、 2 GB / 
4 GB /8 GB /16 GB 増設メモリボードを搭載する必要があります。 



1CPU 

構成 


2CPU 

構成 

6 

12 

4 

10 

2 

8 

4 

1 

7 

1 

Q 

ご 

2 

6 

3 

3 

11 

5 
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メモ U ク□ック 

CPU と 8 GB / 1 6 GB 増設メモリボード*の搭載有無により、メモリク日、ソクが異なります。 

* :1 枚あたりのメモリ容量 

• Xeon E 己己 02/E 己己 04 

搭載するメモリによらず、 800 MHz のメモリク□ックで動作します。 

• Xeon E 己己 20/X 己己己 0/X 己己 70 

W 下の条件を満たす場合は、 800 MHz のメモリク□ックで動作します。それ W 外の場合 
は、1066 MHz のメモリク□ックで動作します。 


除件】 

8 GB /16 G 目増設メモリボード*を増設していて、かつ CPU あたり4枚じ(上のメモリを搭載 
している。 

* :1 枚あたりのメモリ容量 

【例】 

800 MHz 動作 I 800 MHz 動作 


CPU1 DIMM1 CPU1 DIMM4 


CPU2 DIMM4 CPU2—DIMM 1 



メモリ RAS 機能 

本装置では、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ X 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリン 
グ機能」と「□ックステップ （ X 8 SDDCECC メモリ）機能」を持っています。ただし、メモ 
リミラーリングと□、ソクステップ機能を利用する場合は、「メモリ機能の利用」 （196 ページ) 
を参照してください。 










































































194 内蔵オプシヨンの取りがけ 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


wO 本装置では、□—プ□ファイル （ DIMM ボードの高さび 30 mm (1.2 インチ) 
が下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ似が（それ!ん h 高し、) 
DIMM はサポートしていません。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


171ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

トップカバーを取り外す （19 日ページ参照)。 

DIMM ソケットの両側にあるレ 
バーを左ちにひろげ、メモリダ 
ミーを取り外す。 



WO メモリダミーは大切に保管しておいてください。 



^ • DIMM の向き(こま意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

民エック I るための切り欠きがあります。 

• ソケット(こ押し A むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 

端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソヶットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. 取り外した部品を取り付ける。 

7. P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については405ページを参照してください。 

8. SETUP を起動して rAdvancedJ - 「MemoryConfiguration」 の順でメニユ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確 
認する （262 ページ参照)。 
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9. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは261ページをご覧ください。 

10. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ XI .日）上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバ、ソ 
グ情報）の設を」 （94 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムじ付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 0 で表示されるエラーメッ 
区エック I セージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引さ出す （171 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （19 日ぺージ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を日 N にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、405ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Confi 呂 uration 」一 「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(262 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは261ページをご覧ください。 







196 内蔵オプションの取り付け 


メモリ機能の利用 

本製品には、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ X 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリ 
ング機能」と「□ックステップ （ x 8 SDDC ECC メモリ）機能」を持っています 。 SDDC (Single 
Device Correction ) はメモリ障害（複数ビット障害）を自動的に修正する機能となります。 


• メモリミラーリング機能および□ックステップ （ X 8 SDDCECC メモ 
U ) 機宫 g をホリ用ずるには N 81 02-3 己1/3已2/3己3/354/3己己 i 曽設メ 
モリボードを搭載する必要びあります。 

• x 4 SDDC ECC メモ U 機能を利用ずる場台は、 N 81 02-327/328 / 
329/337増設メモリボードを搭載する必要がありまず。標準出荷時の 
2枚の1 GB DIMM メモリおよび1 GB 増設メモリボード搭載時は、 x 4 
SDDC 機能は利用できません。 

• 標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「□ックステップ機 
能」を同時に使用ずることはできません。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリチヤネル」が下図のように2系 
統に分かれています。 


CPU1 CPU2 


メモリコント□-ラ 

CH0 

CH1 

CH2 


メモリコント□-ラ 

CH0 

CH1 

CH2 



r メモリミラーリング機能」と「□ックステップ機能」はメモリチャネル間でのメモリの死活 
監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 
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メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、2つのメモリチャネル間（チャネル0とチャネル 1) で対応する2 
つの Group の DIMM (ミラーセット）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機 
能です。 


メモリミラーリング機能はチャネル0とチャネル1を使用します。メモ 
リミラー構成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 1- DIMM 3/6、 
CPU 2- DIMM 3/6) は使用できません。 

メモリメモリミラーリング機能は機能を利用ずる場をは、 N 8102- 
351/3己2/3己3/3已4/35己 i 曽設メモ UtK - ドを搭載ずる必要わち0 
ます。 


例： 2CPU 構成時 


CPU1 



メモリコント□-ラ 


CH0 


CH1 

\ CH2 / 



了一夕1 


了一夕1 

データ2 


データ2 

データ3 


データ3 

データ4 


データ4 


CPU2 



メモリコント□ーラ 



CH0 


CH1 


V CH2 / 




オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （2 つ）にメモリを搭載してくださし、 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 






























































































198 内蔵オプションの取りがけ 


• 「システム目 IOS ( SETUP ) のセットアップ」 （250 ぺージ）を参照して、 SETUP を起動 
したら、次のメニューのパラメータを変更し、設をを保存して SETUP を終了してくだ 
ぎい。 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Feature 」 
一 [MirrorJ 

• メモリは次の順唐で搭載してください。 


1CPU 


2CPU 

構成 


構成 



2 



4 



2 



4 

2 


3 

2 

1 


3 

1 


前面側 


背面側 


CPU2-DIMM 3 
CPU2-DIMM 6 
CPU2-DIMM 2 
CPU2-DIMM 己 
CPU2-DIMM 1 
CPU2-DIMM 4 

CPU2 

CPU1 

CPU1-DIMM 4 
CPU1-DIMM 1 
CPU1-DIMM 5 
CPU1-DIMM 2 
CPU1-DIMM 6 
CPU1-DIMM 3 


11 Jc^ ||£ ： I 巧た T 

國回 J 
置置因 ^ 



マザーボード 


次のようなミラーリングは構築できません。 

• 同ーメモリチャネル内でのメモリミラーリング 

メモリミラー設定に関するま意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが 崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合、メモリは Independent 構成となり、 
BIOS Setup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは" Independent " と表示されます。 

























































ハードウエア編 199 


□ックステップ機能 ( x 8 SDDC ) 

□、ソクステップ機能 ( x 8 SDDC ) では、2つのメモリチャネル間(チャネル0とチャネル 1) の対応 
する2つの Group の DIMM を多重化して並列して動作させることで x 8 SDDC ( x 8 Single 
Device Data Correction ) を実現します。 x 8 SDDC によって、 1 つのデバイスで 1 〜 8 データビッ 
卜の エラー 橫化-訂正機能をサポートします。 


• □ックステップ機能はチャネル0とチャネル1を使用します。□ックス 
テップ構成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 1- DIMM 3/6、 
CPU 2- DIMM 3/6) は使用できません。 

• □ックステップ機宫 g をホリ用ずる場合は、 N 81 02-351 /3已2/3己3/ 

3日4/3已日増設メモリボードを搭載する必要びあります。 



CPU2 


メモリコント□ーラ 

、 ，’ 、 \ _ #_ 

1 CH0 1 1 

_ 1 _ _1 _1 

CH1 

\ CH2 / 

1 

1 

I 

1 

1 




厂 

1 ICPU2-DIMM4I ' 


|CPU\[ 

〕/lM 司 

' に PU2-DIMM 1| I 

に PU2-DIMM 2| 

にド作屯 |[\/||\^| 

1 g W 


この機能を利用するための条件は次の通りです。 

• 並列動作をさせる2つのメモリをメモリソヶットに搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 


























































































200 内蔵オプションの取りがけ 


• 「システム巨 lOS ( SETUP ) のセットアップ」に50ぺージ)を参照して、 SETUP を起動した 
ら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Feature 」 
一 「Lock Step 」 

• メモリは次の順唐で搭載してください。 


1CPU 


2CPU 

構成 


構成 



2 



4 



2 



4 

2 


3 

1 


3 

1 


前面側 


背面側 


CPU2-DIMM 3 
CPU2-DIMM 6 
CPU2-DIMM 2 
CPU2-DIMM 己 
CPU2-DIMM 1 
CPU2-DIMM 4 

CPU2 

CPU1 

CPU1-DIMM 4 
CPU1-DIMM 1 
CPU1-DIMM 己 
CPU1-DIMM 2 
CPU1-DIMM 6 
CPU1-DIMM 3 



マザーボード 


次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるメモリコント□-ラ ( CPU ) のメモリチヤネルでの□ックステップ 

• 同ーメモリチヤネル内での□、ソクステップ 

□ックステップ設定に関するま意事項 

□、ソクステップを構築した状態で、□、ソクステップ構成とならないようなメモリ増設や、□、ソ 
クステップが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合、メモリは Independent 構成とな 
り、巨 I 0 SSetup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは" Independent " と表示され 
ます。 
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プ□セツヴ （CPU) 


標準装備のプ□セ、ソサ ー ( CPU ) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ□セ、ソサシステ 
ムで運用することができます。 



• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5 CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関ずる説明は170ページで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 指定 m がの CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU など 
を取り付けると、 CPU だけでなくマザーボードび故障するおそれびあ 
りまず。また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でち有料となりまず。 




オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 Windows では イ 
ベントビューァのシステムログにじ(下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 




















































































202 内蔵オプシヨンの取りがけ 


取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （ 19日ページ参照)。 

4. フアンダクトを持ち上げて取り外 
す。 


内部のケーブルを引っかけないようじ確認しなが6取り外してください。 



日. CPU ソケットの位置を確認する。 

6. ネジを取り外し、 CPU ダミーカ 
バーを 取り外す。 



CPU ダミーカバーは大切に保管しておいてください。 


7. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ く一を止 
まるまでゆつ<りと開<。 
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ソケットの接点び見えます。接点には触れないでください。 







204 内蔵オプシヨンの取りがけ 


10.新しし、 CPU を取0出し、 CPU を 
ソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持つ 
てソケットに差し込んでくださ 
し^。親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 



CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
置3 れないで< ださい。 



ック I 


• CPU の切リタきとソケットのキー部を合わせて差し込んで<ださい。 

• CPU を傾けたり、滑6せたりせず(こソケット(こまっすぐ下ろしてくださ 
い。 



12. レバーを倒して固定する。 
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13. ヒートシンクを CPU の上に置き、 
4本のネジで固定する。 

ネジを取りがけるときはち國のよ 
うじたすきがけの順唐で、4つを仮 
どめしたあとに本締めしてくださ 
い。 

ネジとネジ穴を確認しながら固を 
してください。マザーボードを傷 
つけるおそれがあります。 


切り欠き 




Ifi ック I 


ヒー ト シンクの位置を確認してください。 

装置背面 



14. ヒートシンクがマヴーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 

" tO • 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してか5、も 
置3 う一度取り付け直してください。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

— ヒートシンクを固定ずるネジび完全に締め5れていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


























































































































206 内蔵オプションの取りがけ 



^ ファンダクトとヒートシンクまたはファンの間に隙間がないことを確認してく 
民エック I ださい。また、ファンダクトとマザーボードの間にケーブルが挟まっていない 
ことも確認してください。ケーブルのルーティングは下図を参照してください。 



16. トップカバーを取り付ける。 

17. rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは 261 ページをご覧ください。 


U 上で完了です。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、手順13 
〜6の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の r 重要」を参照してください）。 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びあります。ヒートシンクを取りがす際は、ちちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれびありまず。 



CPU の取り外し（またはを換）後に次の手順を行ってください。 

1. CPU を交換した場合は、 SETUP を起動して 「 Main」-「Processor Se け in 呂 s 」 
の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID 、 二次キャッシュサイズおよび兰次 
キャッシュサイズが正常になっていることを確認する （2 己9ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは261ページをご覧ください。 





208 内蔵オプシヨンの取りがけ 


PCI ポード 


本装置じは、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカードに種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードをを1枚ずつ取り付けることができます。 
それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 



• PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。 
サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5 
PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードおよびライザー 
九ー ドを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明 
は170ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み台わせには制限事項びありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

• Low-profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フル八イト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なりまず。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 

• SCSI コント□—ラや RAID コント□—ラ、 LAN ボード(ネットワーク 
ブート)、円 bre Channel コント□-ラで、 0 S がインス! -- ルされた 
J \- ドディスクドライブを接続しない場合は、そのボードの ROM 展開 
( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してください。設定方 
法については「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （2 己〇ぺ一 
ジ）を参照してください。 


前面側 



マザーボード 


背面側 



ライザーカードス □、ソ ト 
(□ープ□ファイル専用） 

ライザー カー ドス □、ソ ト 
(フル八イト用） 


RAID コント□ーラ巧 

ス□、ソト 



との接続端子部 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損じよる誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取りがけてください。 

• 本装置には RAID コント□ーラなどにあるディスクアクセスを表示させるための LED コネ 
クタを接続できるコネクタはありません。 

• PCI ス□ット番号は、□ープ□ファイル専用ライザーカード側が ric 」、 フル八イト用 
ライザーカード側が ri 目」になります。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次の通りです。 

1巨（フル八イトタイプ）一 1 C (□ープ□タイプ） 

• 0 S や RAID システムの目 I 0 S ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの 
PCI デバイス含む）の認識順唐が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バ 
ス番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を確認してく 
ださい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード N に1 

1 

0 

0 

オンボード N に2 

1 

0 

1 

ス□、ソト 1C 

40 

0 

X 

ス□、ソト 1が 

10 

0 

X 

ス□、ソト 1 目 (N81 16-23) 

11 

0 

X 


* 1 ス□ット 1 B の PCI バス番号は取り付けられたボードに上表と異なる場合があります。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設をしてください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN コネクタに接続したケーブルをおくときは、ケープ 
ルのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを 
押して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN コネクタやその他の 
ポートを破損しないよう十分にを意してください。 

• 起動可能な PCI カード （ RAID コント□ーラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど）を 
増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアッ 
プユーティリティの 「 Boot 」 メニューで設定:し直してください。 












210 内蔵オプシヨンの取りがけ 


ヴポートしているボードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、をカードの機能詳細についてはカードに添付の説明書を参照して 
ください。 


" tO • 同ーバス内に異なるカードを実装した場台は低い方の周波数で動作します。 

Bfca • 本体 PCI ス□ットよりも PCI カードの方び動作性能び高い場合は本体 
PCI ス□ット性能で動作しまず。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同がで AFT / ALB のチームを組むことび 
できまず。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の 
AFT / ALB のチームを組むことはできません。 

• 使用するケーブルは、 m 下の品名/指定番号のケーブルを使用してくだ 
さい。 

品名： RS -232 C ( B ) 

指定： 804 -062746-820 


2-曰インチディスクモデル（標準ライザーカード) 





PCIe 2.0 #0 A 

PCIe 2.0 #1 B 

PCIe 2.0 #1 C 




PCI ス□ット性能*1 

X4 レーン 

X16 レーン 

x8 レーン 


型名 

製品名 

ス□ットサイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

フル八イト 

□-プ □ 
ファイル 

備考 

PCI ボードタイプ* 1 

X8 ソケット 

XI 目ソケット 

X8 ソケット 



搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

17己 mm じ TF 
(フルハイト/ 
シヨ—卜） 

1巨 7.6 mnUU 下 
( MD 2) 



RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID 0/1) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

♦ 

- 

- 

標準搭載 

N 8103 -118A 

RAID コント□ーラ 
に 56MB，RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

- 

標準搭載の RAID コント 
□ーラと排他搭載 

N 8103 -115 

RAID コント□ーラ 
( 己に MB，RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

_ 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 
最大 1 枚まで 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(xl)) 

- 

〇 

〇 


N 8103 -104A 

SASZI ント□-ラ 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 

N 8190- に 7 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
(4Gbps/0ptical) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

_ 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154 との混 

N 8190 -131 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
に chX4Gbps/0ptical) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 

〇 

載不可 

N 8109 -153 

Fibre Channel コント□—ラ 
(8Gbps/0ptical) 

( 力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 )x8)) 

- 

〇 

〇 

N 8190- に 7/131 との混 
載不可 

N 8109 -154 

Fibre Channel コント□—ラ 
(2ch) 

(SGbps/Optical) 

( 力ード性能 ： PCI 
Express2.0)x8)) 

_ 

〇 

〇 

N 8104- に 6 

1000 BASE-T 接続ボード 
( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(xl)) 

- 

〇 

〇 

N 8104 -126 との 

Teaming ( こよし J 

AFT/ALB をサポート 

1 日 BASE-T は未サポート 

N 8104- に 1 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 
( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

〇 

- 

N 8104 -122 との 

Teaming (こよ LJ 

AFT/ALB をサポート 
10BASE-T は未サポート 
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型名 



PCIe 2.0 #0A 

PCIe 2.0 #1B 

PCIe 2.0 #1C 

備考 

製品名 

PCI ス日ット性能* I 

X 4 レーン 

XI 6レーン 

x 8 レーン 

ス□ットサイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

フル八イト 

□-プ □ 
ファイル 

PCI ボードタイプ*' 

X 8ソケット 

XI 巨ソケット 

X 8 ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

17已 mm な下 
(フルハイト/ 
シヨ—卜） 

1巨 7.6mmJ；rF 
(MD2) 

N 8104-に2 

1000 BASE-T 接続ボードに ch ) 
(カード性能： PCIEXPRESS ( x 4)) 

_ 

_ 

〇 

N 8104-に1との 

Teaming (こよ LJ 

AFT/ALB をサポート 

1日 BASE-T は未サポート 

N 8104-に5 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 
(カード性能： PCIEXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

〇 

N 8104 -125 との 

Teaming (こよし J 

AFT/AL 己をサポート 
10 BASE-T は未サポート 
ブーツが LAN ケーブル使 
用不可 

N 8104-に 3 A 

10 G 目 ASE-SR 接続ボード 
(カード性能： PCIEXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 


N 8117-01 A が 

増設 RS -232 C コネクタ 

- 

- 

〇 



♦ 標準搭載 一搭載不可 〇搭載可能 


* ^ レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例> PCI Express の場合 

1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーンニ 5 Gbps (片方向）、4レーンニ 20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数 U 下のカードが接続可能。 

_ <例> x 4 ソケットニ x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

使用するケーブルは、下の品を/指定番号のケーブルを使用すること。 

品名： RS -232 C 旧） 

指定： 804-062746-820 

《標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-23 は排他利用。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能でず。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 
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2-日インチディスクモデル（オプションライザーカード N 81 16-23) 


型名 



PCIe 2.0 #OA 

PCI - X #1 B 

PCIe 2.0 #1 C 

備考 

製品名 

PCI ス□ット性能*1 

X 4 レーン 

64 bit/l 33 MHz 

X 8 レーン 

ス□ットサイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

フル八イト 

□-プ □ 
ファイル 

PCI ボードタイプ*1 

X 8 ソケット 

3.3 V 

X 8ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

17已 mm じ TF 
(フルハイト/ 
シヨ—卜） 

1巨 7.6 mm 切下 
( MD 2) 


RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

♦ 

- 

- 

標準搭載 

N 8103 -118 A 

RAID コント□ーラ 
に 56 MB，RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 

標準搭載の RAID コント 
□ーラと排他搭載 

N 8103 -11 己 

RAID コント□ーラ 
(己に MB，RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 
最大1枚まで 

N 8 103-95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 


N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

けード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

N 8103 -107 との混在不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

- 

〇 

N 8103 -75 との混在不可 

N 8103 -104 A 

SASZI ント□-ラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 

N 8190-に7 

Fibre Channel コント□—ラ 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

N 8190 -153/ 154との混 
載不可 

N 8190 -131 

円 bre Channel コント□—ラ 
に chX 4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

— 

- 

〇 

N 8109 -153 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 ) x 8)) 

- 

- 

〇 

N 8190-に7/131との混 
載不可 

N 8109 -154 

Fibre Channel コント□—ラ 
に ch ) (8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 ) x 8)) 

_ 

_ 

〇 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

_ 

〇 

- 


N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 


N 8104-に日 

1000 BASE - T 接続ボード 
(2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

_ 


N 8104-に6 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

- 

〇 

N 8104 -11 2との混在不可 
10 BASE - T は未サポート 

N 8104-に2 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 
(カード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

N 8104 -11 2との混在不可 

1日 BASE - T は未サポート 

N 8104-に5 

1000 BASE - T 接続ボード (4 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

N 8104 -11 2との混在不可 

1日 BASE - T は未サポート 
ブーツ付 LAN ケーブル使 
巧不可 

N 8104 -1 に 

1000 BASE - SX 接続ボード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

N 8104-に6/に2/125 
との混在不可 

N 8104 -123 A 

10 GBASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 


N 8117-01 A *2 

増設 RS -232 C コネクタ 

— 

— 

〇 



♦ 標準搭載 一 搭載不可 〇搭載可能 
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* ^ レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーンニ 2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーンニ SGbps (片方向）、4レーンニ 20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数]:下のカードが接続可能。 

<例> x 4 ソケットニ x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載巧能。 x 8 力ードは搭載不可。 
使用ずるケーブルは、 t (下の品名/指定番号のケーブルを使用すること。 

品名： RS -232 C 旧） 

指定： 804-062746-820 

《標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-23 は排他利用。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで （ MD 2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能でず。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 
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3.日インチディスクモデル（標準ライザーカード) 


型名 



PCIe 2.0 #OA 

PCIe 2.0 #1 B 

PCIe 2.0 #1 C 

備考 

製品名 

PCI ス□ット性能*1 

X 4 レーン 

X 16 レーン 

x 8 レーン 

ス□ットサイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

フル八イト 

□-プ □ 
ファイル 

PCI ボードタイプ*1 

X 8 ソケット 

XI 目ソケット 

X 8ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

17已 mm じ TF 
(フルハイト/ 
シヨ—卜） 

1巨 7.6 mm 切下 
( MD 2) 

N 8103 -116 A 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 


N 8103-117 A 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 


N 8103 -118 A 

RAID コント□ーラ 
に己 6 MB，RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 


N 8103 -115 

RAID コント□ーラ 
(5 に MB，RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 
最大1枚まで 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

〇 

〇 


N 8103 -104 A 

SASZI ント□-ラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 

N 8190-に7 

Fibre Channel コント□—ラ 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154との混 
載不可 

N 8190 -131 

Fibre Channel コント□—ラ 
に chX 4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

N 8109 -153 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 ) x 8)) 

- 

〇 

〇 

N 8190-に7/131との混 
載不可 

N 8109 -154 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
(2 ch ) 

(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 ) x 8)) 

_ 

〇 

〇 

N 8104-に6 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

_ 

〇 

〇 

N 8104 -126 との 

Teaming (こよ LJ 

AFT / ALB をサポート 

1日 BASE - T は未サポート 

N 8104-に1 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

— 

〇 

- 

N 8104 -122 との 

Teaming (こよ LJ 

AFT / ALB をサポート 
10 BASE - T は未サポート 

N 8104-に2 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

N 8104 -121 との 

Teaming (こよし J 

AFT / ALB をサポート 
10 BASE - T は未サポート 

N 8104-に5 

1000 BASE - T 接続ボード (4 ch ) 
(カード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

〇 

N 8104-に5との 

Teaming (こよし J 

AFT / ALB をサポート 

1日 BASE - T は未サポート 
ブーツ付 LAN ケーブル使 
巧不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 


N 8117-01 A *2 

増設 RS -232 C コネクタ 

— 

— 

〇 



♦ 標準搭載 一 搭載不可 〇搭載可能 
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* ^ レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーンニ 2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーンニ SGbps (片方向）、4レーンニ 20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数]:下のカードが接続可能。 

<例> x 4 ソケットニ x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載巧能。 x 8 力ードは搭載不可。 
使用ずるケーブルは、 t (下の品名/指定番号のケーブルを使用すること。 

品名： RS -232 C 旧） 

指定： 804-062746-820 

《標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-23 は排他利用。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで （ MD 2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能でず。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 
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3.日インチディスクモデル（オプションライザーカード N 81 16-23) 


型名 



PCIe 2.0 #0 A 

PCI - X #1 B 

PCIe 2.0 #1 C 

備考 

製品名 

PCI ス□ット性能*1 

X 4 レーン 

64 bit/l 33 MHz 

X 8 レーン 

ス□ットサイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

フル八イト 

□-プ □ 
ファイル 

PCI ボードタイプ*1 

X 8 ソケット 

3.3 V 

X 8ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コント 
□ーラ専用 

17已 mm じ TF 
(フルハイト/ 
シヨ—卜） 

1巨 7.6 mm 切下 
( MD 2) 

N 8103 -116 A 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 


N 8103-117 A 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 


N 8103 -118 A 

RAID コント□ーラ 
に己 6 MB，RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 


N 8103 -115 

RAID コント□ーラ 
(5 に MB，RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 
最大1枚まで 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 


N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

〇 

- 

N 8103 -107 との混在不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

- 

〇 

N 8103 -75 との混在不可 

N 8103 -104 A 

SASZI ント□-ラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

内蔵八ードディスクドラ 
イブ接続不可 

N 8190-に7 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
(4 Gbps /0 ptical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

N 8190 -153/ 154との混 
載不可 

N 8190 -131 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
に chX 4 Gbps /0 ptical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

N 8109 -153 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
(8 Gbps /0 ptical ) 

(力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 ) x 8)) 

_ 

- 

〇 

N 8190-に7/131との混 
載不可 

N 8109 -154 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
に ch ) (8 Gbps /0 ptical ) 

(力ード性能 ： PCI 

Express 2.0 ) x 8)) 

_ 

_ 

〇 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 


N 8104 -119 

100 BOASE - T 接続ボード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 


N 8104-に〇 

1000 BASE - T 接続ボード 
(2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

〇 

— 


N 8104-に6 

1000 BASE - T 接続ボード 
(カード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

- 

〇 

N 8 104- 112との混在不可 
10 BASE - T は未サポート 

N 8104-に2 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

N 8 104- 112との混在不可 
10 BASE - T は未サポート 

N 8104-に5 

1000 BASE - T 接続ボード (4 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

N 8 104- 112との混在不可 
10 BASE - T は未サポート 
ブーツが LAN ケーブル使 
用不可 

N 8104 -1 に 

1000 BASE - SX 接続ボード 
けード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

N 8104-に6/に2/125 
との混在不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 


N 8117-01 A ^^ 

増設 RS -232 C コネクタ 

— 

— 

〇 



♦ 標準搭載 一 搭載不可 〇搭載可能 
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* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーンニ SGbps (片方向）、4レーンニ 20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数 U 下のカードが接続可能。 

_ く例> x 4 ソケットニ x 1 カード、 x 4 カードは搭載可能。 x 8 カードは搭載不可。 

使用するケーブルは、下の品を/指定番号のケーブルを使用ずること。 

品名： RS -232 C 旧） 

指定： 804-062746-820 

《標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-23 は排他利用。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで （ IVID 2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能でず。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同±)で AFT / ALB のチームを組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / AL 目のチームを組むことは不可。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取りがけます。 


wO フル八イト用ライザーカードにはボードを保護ずるための「インシュレータ 
(黒色)」び取り付け 5 れていまず。本書の図では、ねかりやずくずるためにイ 
ンシュ レータを 省いていまず。インシ ユレータは 取りがさず、ていねいに扱つ 
て < ださい。 


^ • それぞれのライザーカードがサポートするボードタイプ（□ープ□ファ 

医エックI イルかフルハイトタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


171ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 
トップカバーを取り外す （19 日ページ参照)。 


ライザーカードを取り外す。 



wO 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 
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日.ライヴーカードからネジを外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 


増設 ス□、ソ ト カバー 



増設 ス□、ソ ト カバー 



取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


6. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込み 
ます。 


PCI ボードのソケットの端が、ライザー 
カー ドの フレーム 穴に差し込まれる 



• ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。巧れ 
や油び付いたが態で取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損するおそれびありまずのでを意してください。 


^ • PCI ボードのブラケツトの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し} A 
民ェックI まれていることを確認してください。 

• PCI ボードの種類によっては、 PCI ボードの端子部分がコネクタか6はみ 
化す場合があります。 
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7. PCI ボードを手順日で外したネジで固定する。 



wO ライザーカードの端子部分にミちれや油などび付着しないようにずるためでず。 
巧れや油び付着したまま取り付けると誤作動の原因となりまず。 



本体のマザーボード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるボードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 


8. ライヴーカードをマヴーボードの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 



^ 差し} A む際にライザーカードのフレーム部にある、屋体と固定するためのツ 
医て巧！ メが崖体背面の穴(こ正しく勘合していることを確認して<ださい。差し込ん 
だ後、ライザーカードの端子部分が完全(こ見えな<なるまで指で押して確実 
に接続させます。 

ライザーカードでマザーボード上の部品を破損しないようを意して<ださい。 


9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については405ページを参照してください。 

11. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは261ページをご覧ください。 
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12. 取り付けたボードに搭載されている BI 日 S コンフィグレーションユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳し< 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボード （ RAID コント□-ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど）を増設 
した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます。目 IOS セットアップユー 
ティリティの「巨〇如」メニューで起動優先順位を設をし直してください （279 ペー 
ジ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Bo 饥」メニューで起動優先順位を設をし直してください (279 
ページ参照)。 


RAID コント□ーラの取り付け 

RAID コント□ーラ用ス□、ソトにオプションの RAID コント□ーラを取り付ける手順について 
説明します。 


2.己インチ八ードディスクドライブモデルの場合、本体装置内蔵の RAID コン 
置3 卜□—ラ （ N 8103 -116 A 相当内蔵）を取りタルてか5オプションの RAID コ 
ント□ーラを取り付けてください。 


1 . 171ページを参照して準備をする。 


2. 本体をラックから引さ出す （171 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （19 日ぺージ参照)。 



wO 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 
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目. RAID コント□ーラの PCI ブラケッ 
卜を取り外す。 




8. 本装置に RAID コント□ーラを取り 
付け、ブラケットを固定していたネ 
ジで固定する。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 


RAID コント□-ラの取り外し 


RAID コント□ーラの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 
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RAID コント□ーラ用増設バッテリの取り付け 

RAID コント□ーラ用増設バッテリの取り付け手順について説明します。 


2.日インチ八ードディスクドライブモデルの場ち 


1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （19 日ぺージ参照)。 



日. RAID コント□ーラに接続されているケーブルを取り外す。 


目. RAID コント□ーラを固定している 
ネジを外し、 RAID コント□ーラを 
取り外す。 



7. 増設バッテリに添付されているコネ 


コネクタボード 



ネジ 


8 . 


RAID コント□-ラを本装置に固定する。 
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9. フアンのケーフル（正面から見てち 
側の4つ）を取り外す。 


10. バッテリブラケットを固定している 
ネジ （3 ヶ所）を外し、バッテリブ 
ラケットを取り外す。 


11. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る。 

ち図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 



□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 


日目 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
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12. バッテリブラケットに増設バッテリ 
をネジ （3 ヶ所）で固定する。 

ネジは増設バッテリに添付のネジを 
使用してください。 



破線部分は2つめの増設バッテリの搭載位置 


13. バッテリブラケットを本体装置にネ 
ジ （3 ケ所）で固定し、フアンの 
ケーブルを接続する。 



14.下図を参照して、ケーブルをルーテイングする。 
• 標準 RAID コント□ーラに増設する場合 
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• □ープ□ファイルに搭載した RAID コント□ーラに接続する場合 




巧 
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1日. RAID コント□ーラに実装したコネ 
クタボードにケーブルを接続する。 

ち図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 



16. 取り外した部品を取り付ける。 
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3.日インチ八ードディスクドライブモデルの場合 


• N 8 103-1 1目 A /117 A /118 A の場合 


1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （ 19日ページ参照)。 



日. RAID コント□ーラに接続されているケーブルを取り外す。 


6. RAID コント□ーラを固定している 
ネジを外し、 RAID コント□ーラを 
取り外す。 



7. 


増設バッテリに添付されているコネ 
クタボードを RAID コント□ーラに 
取り付ける。 


コネクタボード 



ネジ 


8. RAID コント□-ラを本装置に固定する。 
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11. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る。 

ち図を参照してコネクタの裏表を磕 
認してください。 
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12. バッテリのケーブルをバッテリブラ 
ケットの穴に通して、バッテリを 
バッテリブラケットに取り付ける。 



13. 基板にケーブルを接続し、増設バッ 
テリに添付のネジで基板を固定す 
る。 



14. 増設バッテリを搭載したバッテリブ 
ラケットを装置にネジで固定する。 



ネジ 
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16. RAID コント□-ラに実装したコネ 
クタボードにケーブルを接続する。 

ち図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 




17. 取り外した部品を取り付ける。 
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• N8 103-1 1己 A の場合 

1. 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （ 19日ページ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す。 



wO 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 

置3 内蔵 FDD ( N 81己 1-92) を搭載している場合は、 RAID コント□—ラ増設用 
バッテリ （ N 8103 -12 目）を搭載できません。 


日. RAID コント□ーラに接続されているケーブルを取り外す。 
6. RAID コント□ーラをライザーカードから取り外す。 





フル八イト側 



ネジ 
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8. 増設バッテリをバッテリと基板に分 
割する（矢印の方向にツメを押して 
分離させる)。 



9. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る。 


ち図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 


10. 増設バッテリに添付されているコネ 
クタボードを RAID コント□ーラに 
取り付ける。 
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11. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る。 

ち図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 


〇 X 


12. バッテリをバッテリブラケットに取 
り付け、■板をネジ （3 ケ所）で固 
定する。 


ネジ 





ネジ 




































ハードウエア編 235 


14.下図を参照して、ケーブルをルーティングする。 

• □ープ□ファイルに搭載した RAID コント□ーラに接続する場合 
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1日. RAID コント□ーラに実装したコネ 
クタボードにケーブルを接続する。 

ち図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 



16. 取り外した部品を取り付ける。 

RAID コント□-ラ用増設バッテリの取り外し 

RAID コント□ーラ 用 増設バッテリの取りかしは、取り付けの逆の手順を巧ってください。 
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内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムにする場合 


本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方まについて説明します。 


• RAID システム構成に変更する場台や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 
八ードディスクドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータびある場台は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ仕様（同一容量、同一 
回転数、同一規格）の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAIDO じ(外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
埋ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 
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3-5 インチディスクモデル 

RAID システムの構築には、オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) 
の機能を利用する方まの他にオプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) を 
利用する方まがあります。 

オンボードの RAID コント □- ラ (LSI Embededd MegaRAID ™') を利用する場合 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設をを変更すると、内蔵八ード 
ディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設をは下國のとおりです。 



出荷時の設をでは、 RAID システムが無効に設をされています。 


前面側 



マザーボード 


3 21 

3 21 

|0 EX 3| 

| EZ 30| 

RAID 構成 
無効 

RAID 構成 
有効 


RAID コンフィグレーション 
ジャンパ 


背面側 


ジャンパの設定を変更したら 、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスクドライブ 
を RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 乂ニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 
を rEnhanced 」 に設定:し 、 fAdvancedJ メニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA 
RAID 」 を忙 nabled 」 に設定:してください她荷時の設定:では ！ "SATA Controller Mode Option 」 
は rEnhanced 」 に 、 「SATA RAID 」 は 「 Disabled 」 に設定:されています）。 

詳しくは「システム目 I 0 S ( SETUP ) のセットアップ」 （250 ページ）を参照してください。 


設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （285 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペ レーティングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインス 卜ールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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オプションの RAID コント□-ラ ( N 8103-1 16 A /1 17 A /1 18 A ) を利用ずる場台 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) を取りがけた本装置で、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上の八ードディ 
スクドライブインタフェースケーブルの接続先を変更します。 

出)荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA HDD コ 
ネクタに接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) に添付の説明 
書を参照してください。 


オプションの RAID コント□—ラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
置3 金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 5 RAID コント □— 
ラを取り扱ってください。また、 RAID コント□—ラの端子部分や部品を素手 
で触ったり、 RAID コント□—ラを直接机の上に置いたりしないでくださし、。 
静電気に関ずる説明は170ページで詳しく説明しています。 


オプションの RAID コント□-ラを取り付ける場合は、 BIOS SETUP ユーテイ 
区エック I リテイの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCISI 饥 xxR0M(xx 
は PCU □、ソ ト番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
てください。 


取り付け 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -116 A /11 WV 118 A ) の取り付けは 「 PCI ボード」 
を参照してください。 


• Low Profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なります。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 

• 本装置には RAID コント□—ラなどにあるディスクアクセスを表示させ 
るための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• フル八イトタイプのライザーカードに RAID コント□—ラを接続し、内 
蔵の八ードディスクドライブを RAID システムに変える場台は、ライ 
ザーカードをマザーボードに接続ずる前にケーブルを接続しまず。 

• RAID コント□—ラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの 
Boot メニューにおける優先順位を8番目内に設定してください。設定 
び9番目於降となっている場合、 RAID コント□—ラのコンフイグレー 
シ ヨ ンメニューを起動することができません。 


取り外し 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) の取り外しは、取りがけの逆 
の手順を行ってください。 
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2-5 インチディスクモデル 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コント日ーラ （ N 8103 -116 A ネ目当内献を利 
用します。 

八ードディスクドライブベイは化荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント□ーラ（ N 8103- 
116 A ネ目当内蔵）じ接続されています。 

標準構成時 


RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 「 RAID システムのコンフイグ 
レーシヨン」に85ページ）を参照してください。 




添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペ レーティングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインス 卜ールまで切れ目なく自動で行うことができます。 



本体装置内蔵の RAID コント□ーラ 
( N 8103 -116 A 相当内蔵） 
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R AID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどちらかを、構築した 
し WAID レベルの最ル必要台数じ(上を搭載していること （ RAID の構成によってディスク 
の最ノ」 V 必要台数は異なります）。 

• 論理ドライブは 、 RAID 0. RAID 1 、 RAID 10、 RAIDS、RAID 50 、 RAID 6 のいずれか 
の RAID レベルを選択、設ちします。 



RAID 日、 RAID 已0、 RAID 目は別途オプション（N81 03-1 1 9) び必要です。 


内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインス I -ルする場合は、「シームレスセット 

アップ」を使用して、 RAID の構成から OS のインストール、セットアップまで行う RAID コン 
卜□ーラことをお勤めします。 

システムをインス!-ールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ス I -ールまでを自動でインス I -ーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構ぶについての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （285 ページ）や、才 
プシヨンの RAID コント日ーラ ( N 8103 -116 A /118 A ) に添付の説明書を参照してください。 



N 8103 -11 目 A/n8A 実装時には、休止が 態、 スタンバイへの移行は行わな 
いで下さい。 
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フロッピーディスクドライブ 


本装置の前面にはオプションのフ□、ソピーディスクドライブを取り付けるベイがあります 
(3.5 インチディスクモデルのみ）。 



• 轉社で指定していないフ□ッピーディスクドライブを取り付けないでく 
ださい。 

• RAID コント□—ラ用増設バッテリを搭載している場合は、フ□ッピ ー 
ディスクドライブを搭載できません。 


フ□、ソピーディスクドライブベイ 



取り付け 

次の手順に従ってフ□、ソピーディスクドライブを取り付けます。 

1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （ 19日ページ参照)。 

4. フ□ッピーディスクドライブブラ -1— 

ケットを固定しているブラケット固-@- 

定ステーのネジを外す。 , 
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日. 


フ□ッピーディスクドライブブラ 
ケット固定ステーを矢印の方向にス 
ライドさせて外す。 


- 1 1 

© @ I ® = 



6 . 


フ□ッピーディスクドライブブラ 
ケットを矢印の方向にスライドさせ 
て外す。 



7. 


フ□ッピーディスクドライブを矢 EP - f -じ 


の順にスライドさせて、フ□ッピー 
ディスクドライブのネジ穴に本体の 
ツメをあわせて固定する。 


© 


]□□ 

]□□ 

]□□ 


由 


© 



心 


U 


IT 


① 


③ 
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8. 固定ステーのツメをフ□ッピーディ 
スクドライブのネジ穴にあわせて取 
り付け、ネジで固定する。 


9. ち図のルートでケーフルの配線をす 
る。 



10. マヴーボードの USB FDD コネクタにケーブルを接続する。 

USB FDD コネクタ 


前面側 



背面側 


M 


を 


© 


V 


© 

jUi 


© 


」 Lm— 


MW 

V 


□ □□ 

□ □□ 




マザーボード 
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11. 取り外した部品を取り付ける。 

取り外し 

取り外しは、「取り付け」で示ず手順の逆を巧ってください。 


光ディスクドライブ 


標準の光ディスクドライブをオプションの内蔵 DVD SuperMULTI ドライブへ交換する手順に 
ついて説明します。 


W"0 轉社で指定していない DVD SuperMULTI ドライブを取り付けないでくださ 
い。 


2.日インチディスクモデル 



光ディスクドライブベイ 


式日インチディスクモデル 



光ディスクドライブベイ 


交換手順 

次の手順に従ってオプションの内蔵 DVD SuperMULTI ドライブへ交換します。 


2.日インチ八ードディスクドライブモデルの場含 

1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 
トップカバーを取り外す （19 日ぺージ参照)。 


3 . 
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ケーフル固定フラケ、ソト 


手ネジ 






4. 光ディスクドライフのケーフル固定 
ブラケットの両端をつまみながら、 
ケーブルを取り外す。 

己.手ネジを緩めて、光ディスクドライ 
ブブラケットを矢印の方向へ引き抜 
く。 


6. 光ディスクドライブを固定している 
ネジ （3 ケ所）を外し、光ディスク 
ドライブを取り外す。 


7. 光ディスクドライブブラケットを矢 
巧の方向へ取り外す。 




□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□自 
nu □□□□ 
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8 . 


オプションの内蔵 DVD 
SuperMULTI ドライブのネジ穴を 
光ディスクドライブブラケット 
( A ) のツメにあわせて取り付ける。 


、ソメ 



9. 光ディスクドライブブラケット 
旧）を固定していたネジ （3 ケ所) 
を使用して取り付ける。 




10. オプションの内蔵 DVD 

SuperMULTI ドライブを取り付け 
た光ディスクドライブブラケットを 
本装置に取り付け、手ネジを締めて 
固定する。 
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11. SATA ケーブルをオプションの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブに接 
続し、ケーブル固定ブラケットで 
SATA ケーブルを固定する。 


ケーブル固定ブラケット 



SATA ケーブル 


12. 取り外した部品を取り付ける。 


3.日インチ八ードディスクドライブモデルの場台 

1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （ 19日ページ参照)。 

4. 光ディスクドライブのケーブ J レ固定 ケーブル固定ブラケット 
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6. 光ディスクドライブを矢印の方向に 
スライドさせて取り外す。 


7. オプションの内蔵 DVD 

SuperMULTI ドライブを装置前面 
から挿入し、オプションの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブのネ 
ジ穴に本装置のツメをはめ込む。 

装置前面からオプションの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブを入れ、 
内蔵 DVD SuperMULTI ドライブの 
ネジ穴と本装置のツメの位置を合わ 
せて、左にスライドさせてください。 



8. 光ディスクドライブブラケットで才 
プシヨンの内蔵 DVD 
SuperMULTI ドライブを固定し、 
ネジを取り付ける。 

装置前面から見てち側にスライドさ 
せてください。 

9. SATA ケーブルをオプシヨンの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブに接 
続し、ケーブル固定ブラケットで 
SATA ケーブルを固定する。 


ケーブル固定ブラケッ 



ネジ 


光ディスクドライブブラケッ I 


10. 取り外した部品を取り付ける。 
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システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP はハードウェアの基本設ををするためのユーティリティ、ソールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびありまず。 TSupervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場台、ずべての項目の変更び 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のパージョンがインス!ルされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP or Press く F12> to Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが、 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示ず 


PhoenixBIOS Setup Uti 




System Management 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

' FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
PLatform Event FiLtering: 


[Enabled] 
CEnabLedH 
[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
CEnabLed] 

[Last State] 

: 20： 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 
. ヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values F9 Setup Defaults 

、 Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソル羊一 ( In 1 ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソ J レキー一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter 〉 车一 

選択したパラメータのミ夫定を行うときに押します。 


□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ < F 9>+- 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> 羊一 

SETUP の設走:内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System Time」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 [Last StateJ 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「 S ね y 饼り 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か 5 制御する 

「 Server 」 ^ [Console Redirection 」 一それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 fMemory Configuration 」 一 「CPU 1 /2 -DIMM n Status 」 一表示を確 
認する ( n : 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



背面側 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 [Processor Settings 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 NumLock 」 一 fOnJ 馆効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Conriguration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l " Secu 「 ity 」 一 l"Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ）、 ューザーパスワード ( User ) の順に設ちします 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 


「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれの I / O ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

RAID コント□ーラボードを取り付ける 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM 」 一 「 Enabled 」 
n : PCI ス□ツトの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 [ResetConfiguration Data 」 一 「 Yes 」 一再起動するとクリアされる 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI EmbededdMegaRAID ™) を有効にする （3 .日 
インチディスクモデルのみ） 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 

一 「 Enhanced 」 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一 KATA RAID 」 一 「 Enabled 」 


P-O 3 .日インチディスクモデルでオンボードの RAID コント□—ラ (LSI 
量3 Embededd Me 呂 aRAID ™) を使用している場台は必ず、 「 Advanced 」 メ 
ニューの 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 TSATA Controller Mode 
Option 」 を Enhanced 」 に設定し、 「 Advanced 」 メニューの 
「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 TSATARAID 」 を Enabled 」 に設定し 
てください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディスクドライ 
ブのデータび壊れる場台びありまず。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 また ( ま 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保巧する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「 Exit 」 一 「Save Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「 Exit 」 一 「Load Custom Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー（一2日8ぺージ） 

• Advanced メニユー（- ► S 目1ぺージ） 

• Security メ ニユー（一2目7ぺージ） 

• Server メニユー（一 271 ページ） 

• Boot メニユー（一279ぺージ） 

• Exit メニユー（一280ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて DE デバイスへアクセスす 
る時(こ設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままじしておいて<ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示しますに日9ページ参照)。 

Language 

[English] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
■to てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1〇で〜3日で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場台は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 


Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Speed Setting: 

2260 MHz 


Select 'Yes' , BIOS 





wiLL clear historical 

Processor 

1 CPUID: 

000106 A4 


processor status and 

Processor 

1 L2 Cache: 

1024 KB 


retest aLL processors 

Processor 

1 L3 Cache: 

8192 KB 


on next boot - 

Processor 

2 CPUID: 

Not InstaLLed 



Active Processor Cores: 

1 Mil 1 



HypeiThreading Technology: 

[EnabLed] 



Execute Disable Bit: 

CEnabLed] 



Intel SpeedStep(R) TechnoLogy: 

[EnabLed] 



Turbo Boost Technology: 

[EnabLed] 



Cl Enhanced Mode: 

[EnabLed] 



Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Hardware 1 

Prefetcher: 

[Enabled] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
表しま5 〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します。 
「Not Ins ほ lied」 は取り付け6れていないこ 
とを示します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プ□セ、ソサ1の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Not Installed 

数値の場合はプ□セッサ2の D を示します。 
「Not Installed」 は取りがけ6れていないこ 
とを示します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プ□セ、ソサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 L3 Cache 

— 

プ□セッサ 2 の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プ□セッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1つの物理プ□セ、ソサーを2つの論理プロ 
セッサーとしてみせて動作する機能です。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定ができます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable 目时幾能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ□セ、ソサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定ができます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled 

インテルプ□セ、ソサーが提供する Turbo 

Boost Technology 機能の有効/無効を設定 
します。 

C1 Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

C1Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ□セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリか6キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
















ハードウエア編 261 


Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[0 け ] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 户 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「Enabled」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「Disabled」 に設定する 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「Disabled」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(P0ST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「Yes」 

に設定します。装置の起動後(ここのパラ 
メータは 「N0」に切り替わります。 

NumLock 

On 

[OffJ 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セ、ソサに異常をネ矣化 
した際の POST 終了後の動作を還択します。 
「Boot」 でオペレーテイングシステムをそのま 
ま起動します。 「Halt」 で動作を停止します。 


[]： 化荷時の設定 


wO Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定ずると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされまず 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Advanced 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Memory Cormguration 


InstaLLed 

memory: 

2048 MB 

AvallabLe 

under 4GB: 

2048 MB 

CPU1_DIMM 

1 

Status: 

Normal 

CPU1_DIMM 

2 

Status: 

Normal 

CPU1_DIMM 

3 

Status: 

Normal 

CPU1_DIMM 

4 

Status: 

Normal 

CPU し DIMM 

5 

Status: 

Normal 

CPU し DIMM 

6 

Status: 

Normal 

CPU2_DIMM 

1 

Status: 

Normal 

CPU2_DIMM 

2 

Status: 

Normal 

CPU2_DIMM 

3 

Status: 

Normal 

CPU2_DIMM 

4 

Status: 

Normal 

CPU2_DIMM 

5 

Status: 

Normal 

CPU2 DIMM 

6 

Status: 

Normal 


Item Specific Help 


Enables DIMM sparing 
feature. 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 


4GB1U 下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

CPU 1-DIMM 1-6 Status 
CPU2_DIMM 1-6 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「Normal」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「Disabled」 は故障していることを、 
「Not: Ins ね lied」 はメモリが取り付け6れて 
いないことを、 「Error」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じを称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
じ 「No」 じ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

riM 目」は 1M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 「1KB」 は 1K 単位にメモリテストを巧い 
ます。 「Every Location」 はすべて(こメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となり <F2>、<F4>、 
<F12>、<Esc> キーは無視されます。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

Mirror 

Lockstep 

メモリの RAS モードを設定します。機能の 
詳細については、「メモリ機能の利用」 (196 
ページ）を参照してください。 

NUMA configuration 

[Disabled] 

Enabled 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

► Onboard LAN 

PCI Slot OA Option ROM: [Enabled ： 

PCI Slot IB Option ROM: [Enabled ： 

PCI Slot 1C Option ROM: [Enabled ： 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot OA Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

RAID コント□—ラ専用ス□、ソトじ搭載され 
ている RAID コント□-ラのオプション ROM 
の展開を有効じするか無効じするかを設をし 
ます 0 

PCI Slot 1 B Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

フル八イトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ボード上のオプション ROM の展開を 
有効じするか無効じずるかを設定します。 

PCI Slot 1C Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

□ープ□ファイルタイプのライザカード(こ 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効(こするか無効(こするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


謂"〇 RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
卜□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動(こするか強制的(こするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ1の目10 S 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ2の目10 S 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 iU 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Contiguration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

CEnabLed] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[EnabLed] 

USB 2-0 ControLLer: 

[EnabLed] 

User contiguration 

Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA ControLLer Mode Option: 

[Enhanced] 


SATA AHCI: 

[Enabled] 


SATA RAID: 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



m 


割り込みベース I / O アドレスび他と重複しないようにを意してください。設定 
した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されまず。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 
シリアルポート A を利用する場合はオプシヨ 
ンの 「N8117-01A 増設 RS232C コネクタ」 

が必要となります。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3F8h 
に F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り} A みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有効 
/無効を設定します。 

SATA Controller Mode 
Option 

Compatible 

[ Enhanced ] 

に erial ATA 」 の設定を有効(こしている場合 
(こ機能します。 

マザーボード上の SATA コント□ーラの動作 
モードオプションを選択します。 

「 Compatible 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的(こお化後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的にお出後、ネイ 
ティブ DE モードで八ードディスクドライブ 
を制御します。 

SATA AHCI 

Disabled 

[ Enabled ] 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合(こ表示します。 
SATA のネイティブインタフェース仕様であ 
る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface ) の有効/無効を設定します。 

N 8100-1526/1571 、 Linux 0 S をインス 
トールする場合は Disabled に設定してくださ 
い。 

SATA RAID 

Disabled 

[ Enabled ] 

RAID ジャンパを 「 RAID 構成有効」（こ設定し 
た時に 「 Enabled 」 設定で表示されます。 

RAID ジャンパ(こついては、「内蔵の八ード 
ディスクドライブを RAID システム(こする場 
合」に37ページ）を参照してください。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/OAT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel I / O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Intel ( R ) VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する nntel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプ□セ、ソサの場合(こ表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 

QPI Frequency Selection 

[ Auto ] 

4.800 GT/s 

5.866 GT/s 

6.400 GT/s 

QPI バススピードを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W -0 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを}甲下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
じ「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 


setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[DisabLed] 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


参 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定でさません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場台は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定:できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、<£が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設ちします。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面じなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブ(こ対する書き } A 
みを防ぎます。本装置では IDEA — ドディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効(こするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 

<例> 

Disabled : 

すべての USB ポートが利用できます。 

Front : 

Front の USB ポートのみが利用できな<なり 
ます （ Internal と Rear の USB ポートは利用で 
きます)。 

Front + Rear + Internal : 

すべての USB ポートが利用できな<なりま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["Security Chip Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと]: i 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [EnabLed] 

Current TPM State: Deactivate and Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
("Supervisor Password 」 を設定すると選択 
可能じなります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support 」 が Enable 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Deactivate &. Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support 」 が Enable 設定時のみ表示、 
選択可能(こなります。 


[]： 出荷時の設定 
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W"0 rchan 邑 e TPM State 」 で [No Chan 邑 e]iy 外のパラメータを還択し 、 TPM 
S ね te の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面び表示されまず 。 Supervisor Password を入力ずると下のメッセージ 
び表示されまず。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 

Enable & Activate び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Enable & Activate 

Note: 

This action wiLL switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that r e L y on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that r e L y on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

C 20] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FI 日 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、く Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

Always Reset 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 

I -ールしていない OS か6起動する場合には、 
この機能を無効じしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常(こ試みます。 

* システム(こサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割り} A みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中(こエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

に 0] - 2 己己 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒か 

62己己秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 （こ設定 
している場合(こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:人け甲し続ける操作です。強制的(こ電源を OFR こします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運輯を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を 「 PowerOn 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Revision: 

xxxx 


ALL items on this meenu 




cannot be modified in 

Board Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


items require changes. 

System Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


please consult your 

System Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Chassis Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Onboard LAN1 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Onboard LAN2 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

01.00 



SDR Revision: 

01.00 

r 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


目10 S のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の售体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ1の MAC アドレス 

Address 


を表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ2の MAC アドレス 

Address 


を表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 

— 

マネージメント専用 LAN コネクタの MAC ア 

Address 


ドレスを表示します（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

Baud Rate: [19.2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

Continue Redirection after POST : CEnabled] 

Remote Console Reset: [DisabLed] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" compLeteLy 

disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6 ESMPR 0 /ServerManager やハイパー 
ターミナルを使つ た管理端ホか6のダイレ 
クト接締を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 
己 7.6 K 

115.2 K 

接締する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
に継締して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接締している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセ、ソトを有効(こするかどうかを選択 
します。 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使用した管 
理端末か6の接続時には、本機能は設定に 
関わらず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで「目 MC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


マネージメント専用 LAN コネクタはその他の LAN としては使用できません。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

Shared BMC LAN: 



Display IP Address. 

LAN Connection Type: 

CAuto Negotiation] 



IP Address 

[192.168.001 .001] 



Subnet Mask 

[255.255.255.000： 



Default Gateway 

[000.000.000.000： 



DHCP: 

[DisabLed] 



Web Interface 




HTTP: 

[DisabLed] 



HTTP Port Number: 

C 80] 



HTTPS: 

[Disabled] 



HTTPS Port Number: 

[ 443] 



Command Line Interface 




TeLnet: 

[DisabLed] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN コネクタをマネー 
ジメント専用 LAN として使用する場合には 
「 Disabled 」 設定のままです。 

LAN 2 ポートをマネージメント専用 LAN とし 
て使用する場合(こは 「 Enabled 」 に設定しま 
す。この時マネージメント専用 LAN コネク 
夕は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 

100 Mbps Full Duplex 
1001 Vlbps Half Duplex 
10 Mbps Full Duplex 
10 Mbps Half Duplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

に55.25日. 255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] (こ設定すると、 DHCP サーバか 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、に isabled ] じ設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP (こよる通信を 
使用する場合(こは Enabled ] (こ設定して< 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP による通信 
の際(こ使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS (こよる通信 
を使用する場合(こは [ Enabled ] (こ設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS による通 
信の際に使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 

- 

- 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] (こ設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続(こよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続(こよる通信を使用する場合(こは 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Erite 「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「 Enabled 」 に設定するとエラー□グエリア 
が Full (こなったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 化荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration 」 で l"System Event Log 」 を選択すると 、 JU 
下の画面が表示されます。 

W 下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく1> 羊一/ く t > 羊一、 く+ >キー /く-> キー 、く 
Home 〉 キー / く Erid > 丰一を 押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server ■ 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻 
りません（デフォルトに戻すには Clear BMC Confi 呂 uration を実巧し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO / ServerManager 」 
をご使用の場 S ま、 ESMPRO / ServerManager で設定された項目も Clear 
BMC Confi 呂 uration の操作にてクリアされます。 
ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を巧う 
前に ESMPRO / ServerA 呂 ent Ex お nsion の設定情報のバックアップを 
巧ってください。 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定ずる目 I 


PhoenixBIOS Setup Utility 


USB CDROM: 

IDE CD: MATSHITADVD-ROM SR-8178-(P 
USB FDC: 

USB KEY: 

IDE HDD: 

USB HDD: 

PCI SCSI: #D50 ID06 LUNO SEAGATE ST 
PCI BEV: IBA GE Slot 0100 v1322 
PCI SCSI: #D50 ID07 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOS LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 ID09 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOA LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOB LUNO SEAGATE ST 

PCI BEV: IBA GE Slot 0101 v1322 


lO 饥メニューが表 73^ 


が表示されまず。 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device. 

<+> and く— > moves 
the device up or down. 
<x> exclude or include 
the device to boot. 


F1 

Esc 


Help 

Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デバイスとして登録されていないデバイス 
起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR 0 M 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

USB HDD 

USB 八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN 。 に1饥0100」が LAN 1 、 に lot 0101」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカード(こ接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. 目 IOS は起動可能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して < X > 羊一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > 车 一を押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. <t >キー/く i >キーと <十>羊一/<一>羊一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >丰 一/く >1 >丰 一で移動させ、く 十>丰 一/く一 >丰 一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

、ノ欠に 「Save before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


w-O モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場台びあります。こ 
置 3 の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要びありまず。 



「 SATA RAID 」 メニューを表示させるには、 rAdvanced 」 メニューの 「 Peripheral 
Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を [EnhancedJ に設定:し 
てください。 


Load Custom Defaults 


このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite「> 羊一を押すと、現在の設を値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「Load Custom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Ghang 白 S 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす0 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


irO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべてデフオルト 
Ifai の設定に戻りまず。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 


W-0 その他のジャンノ くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
■to 因となります。 


CMOS メモリの内容の 

パスワードの保護/クリア用ピン保護/クリア用ピン 


前面側 



背面側 


マザーボード 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ m 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• を:曰う章 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


く CMOS のクリア> 

1 . 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （19 日ぺージ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認する。 

日.ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

6. 日秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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くパスワードのクリア> 

1 . く CM 日 S のクリア>の！〜日の手順同滿こノくスワードクリアのジャンノくスイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 P 日 WER スイッチを押す。 

3. く F 2> キーを押して BI 日 S SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Exit Savin 呂 Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイッチを元に戻す。 

己.再度、本体を元通りに組み立てる。 


割 D 込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

SM Bus 

1 

— 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

VGA, LAN 1 

己 

PCI 

17 

LAN2, SATA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

— 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、 3.5 インチディスクモデルの本体装置のオンボードの RAID コント□ーラ (LSI 
Embededd MegaRAIDi ^) や 2.5 インチディスクモデルの本体装置内蔵の RAID コント□-ラ 
( N 8103-116 A 相当内蔵)を使用して、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして 
使用する方法について説明します。 3.5 インチディスクモデルのオプションの RAID コント□一 
ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) による RAID システムの使用方まについては、オプションに 
添付の説明書などを参照して < ださい。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks) とは 


直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□末します。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量八ードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

本体装置内蔵の RAID コント □-ラ (N 8103 -116 A ネ目当内獻または、オンボードの RAID コント 
日ーラ tSI Embedded MegaRAID ^^) では、！ つのディスクグルー プを複数の論理ドライブ ( 
バーチャル ディスク) に分けて設定することができます。これらの論理ドライブは、 0 S からそ 
れぞれ1 つの 八ードディスクドライブとして認識されます。 0 S からのアクセスは、ディスクグ 
ループを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブじ障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式じは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント□-ラ (LSI Embededd MegaRAID™) がサポートする RAID レベルは、 「RAID 0」 
「RAID 1」、本体装置内蔵の RAID コント日ーラ (N 8103 -116A 相当内蔵)がサポートする RAID レ 
ベルは、 「RAID0」「RAID 1」 「RAIDS」「RAID 6」 「RAID 10」 「RAID 50」です。ディスク 
グループを作成する上で必要となる八ードディスクドライブの数量は RAID レベルごとに異な 
りますので、下の表で確認して<ださい。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

6 

RAID1 

2 

2 

RAID 日 

3 

6 

RAID6 

3 

6 

RAID 10 

4 

6 

RAID 己0 

6 

6 


本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (N 8103 -1 1巨 A 相当内敵で 「RAID 己」 
「RAID 目」 「RAID 己0」をご使用の場合は、別途 N 8103 -11 9 RAID アップ 
グレードキットを増設してください。 



各 RAID のレベル 詳細は 、 「RAID レベル」 （ 288 ぺージ）を参照して くださし、。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したちのを表します。設を巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の國はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embededd MegaRAI が M) または、本体装置内 
蔵の RAID コント□-ラ (N 8103 -116A ネ目当内蔵)に八ードディスクドライブを3台接続し、3台 
で1つのディスクグループ (DG) を作成した構ぶ例です。 


RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 108 GB 



八ードデイスク 
ドライブ1 


八ードデイスク 八ードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 


(36GB) (36GB) (36GB) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設を可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ tSI EmbededdMegaRAID ™) または、本体装置内 
蔵の RAID コント日ーラ ( N 8103 -116 A ネ目当内蔵)じ八ードディスクドライブを3台接続し、3台 
で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID 5 のバーチャルディスク ( VD ) 
を2つ設をした構成例です。 


RAID コント□ーラ 


DG 0 容量108能 



^-^ 

^— __ 


戸 -> 

^- -^ 


^-> 

^- -- 



VD 0-1 

20 GB 

^— __ —^ 


VD 0-2 

20 G 巨 

" ^ __^ 


VD 0-3 

20 GB 

^—___—^ 

VD 0 ( RAIDS ) 
容量 40 G 巨 


VD 1-1 

16 GB 

^ 


VD 1-2 

16 GB 

^^ 


VD 1-3 

16 GB 

^_ r ： r > 

VD 1( RAID 5) 
容量 32 G 巨 


八ードデイスク 
ドライブ1 


J \— ドデイスク 
ドライブ2 


J \— ドデイスク 
ドライブ3 


(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 


パリテイ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成しまず。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソトスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成する八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるようじ用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を橫化すると、障害を橫化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) または、本体装置内蔵の RAID 
コント□-ラ ( N 8103 -116 A ネ目当内蔵)がサポートしている RAID レベルについて詳細な説明を 
します。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八ードディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 己 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが3台]:>(上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 1) 

RAID 6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 
あり 

あり 

八 ー ドディスクドライブが3台] U 上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のスパン 

あり 

八 ー ドディスクドライブが4台] U 上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 己0 

RAID 日のスパン 

あり 

八ードディスクドライブが6台 U 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 


本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -1 1目 A 相当内敵で 「 RAID 引 
「 RAIDS」「RAID 50 J をご使用の場合は、別途 N 81 03-11 9 RAID アップ 
グレードキットを増設してください。 
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「RAIDO」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようにデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


两"〇 RAIDO はデータの冗長性びありません。 A - ドディスクドライブび故障ずる 
置 3 とデータの復旧びできません。 


RAID コント□-ラ 






^ 夕 

八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
テイスク 
ドライブ2 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 


FRAIDIJ について 


1つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 


^ - ^ 

^_^ 


^ - -N 

八ード 


八ード 

ディスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 

— ^ ソ 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID 日」について 


RAID 0 と同様に、データをを八ードディスクドライブへ「ストライピング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）もを八ードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティがきストライピング」と呼びます。 


データをストライプ ( X )、 ストライプ ( X +1)、 そしてストライプ ( X ) とストライプ ( X +1) から生成 
されたパリティ （ x ， x +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ1台分の容量になります。論理ドライブを構成 
する八ードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題なくデータが使用でき 
ます。 


RAID コント□ーラ 





^- イ 



八ード 
テイスク 

ドライブ1 

— ^ > 


八ード 
テイスク 

ドライブ2 

— 


八ード 
デイスク 

ドライブ3 

— 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 

ストライプ4 


パリティロ， 4) 


ストライプ3 

パリティ（己， 6) 


ストライプ己 


ストライプ6 


「 RAIDS 」 について 


RAID 5 と同様に「ストライピング」方式で記録しますが、通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （ Q ) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティ付きストライピング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ2台分の容量にな 
ります。論理ドライブを構成する八ードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障して 
も間題なくデータが使用できます。 


RAID コント□ーラ 




^- 


^ - 


<- ィ 



八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 


八ード 
デイスク 
ドライブ4 


ストライプ1 ストライプ2 





ストライプ4 


パリティ P (3,4) 



パリティ P (己， 6) 


パリティ Q (己， 6) 





パリティ Q 巧， 8) ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ己 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P 巧， 8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つの八ードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



八ード 
7■イスク 
ドライブ1 


八ード 
7■イスク 
ドライブ2 


八ード 
てイスク 

ドライブ3 


八ード 
7■イスク 

ドライブ4 


ストライプ1 


ストライプ3 


ス t ' つづノ己 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ己 


ストライプ6 



▲ 


RAID1 - 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


▲ 


RAID1 - 


本 


▲ 


RAID0 


「 RAID 曰 0 」について 

データをを八ードディスクドライブへ「分散パリティ付きストライピング」で分散し、さら 
にそれらを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 



ストライプ1 


ストライプ2 


パリテイ（1, 2) 


ストライプ3 


ストライプ4 


パリティ（3, 4) 

ストライプ6 

パリティ（5, 6) 


ストライプ5 

ストライプ8 


パリティ（ス 8) 

ストライプ7 

パリティ（9, 10) 

ストライプ9 


ストライプ1日 

パリティ（11,に） 


ストライプ11 

ストライプ12 

个 


— RAID 日- 

i 


— RAID 5 — 


▲ 


个午 

- RAID 日- 
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3.5 インチディスクモデル 

オンボードの RAID コント□—ラのコンフィグレーシヨン 


3.5 インチディスクモデルの本体装置のオンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd 
MegaRAID ™) を使用して、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方 
まについて説明します。 


J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数じ(上の八 ー ドディスクドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「八ードディスクドライブ」 （174 ページ）を参照してくだ 
さい。 


wO 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
しまた、 RAID 1を構築ずる場 S ま、同じ容量のノ V - ドディスクドライブを 
使用ずることをお勧めしまず。 


RAID システムの有効化 

取り付けた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの 
八ードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設をを変更してください。 



出荷時の設をでは、 RAID システムが無効に設をされています。 



警告 



装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ降の説明をご覧くださし、。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A を意 


AA 

A A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を挟まない 
高:曰:モ宜 

ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1. 171ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （171 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （19 日ぺージ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （21 8ページ参照)。 
己.ジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

6. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 


前面側 



マザーボード 


RAID コンフィグレーション 
ジャンパ 



背面側 


7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Peripheral Confi 呂 uration」-「SATA 
Controller Mode 日 ption 」 を Enhanced 」 に設定し 、 FAdvanceclJ - 
「Peripheral Configuration」-「SATA RAID 」 を Enabled 」 に設定する 
(264ページ参照)。 

出!荷時の設をでは l"SATA Controller Mode Option 」 は rEnhanced 」 に 、 「SATA 
RAID 」 は 「 Disabled 」 に設をされています。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) の管理ユーテイリテイは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です。 



この コン フイグレーシヨンユーテイ リ テイ は本装置で サポー トしている 
ESMPRO/ServerManager の リモートコ ンソー ル機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 

1. 本体装置の電源を投入して、 POST 画面で、下の表示を確認したら、 
く Ctrl >+ く M > キーを押す。 


Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、(下に示す TOP メニューを表示します。 


< ctrl >+ く M > キーを巧し忘れてしまったり、下の画面び表示されずに進んで 
しまった場をは、再起動してく Ctrl >+ く M > キーを巧してください。 


LSI Sofotware RAID Configuration Utility Ver xxx XXXXXXXXX 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure VD(s) 


Use Cursor Keys To Navigate Between Items And Press Enter To Select An Option 


W 降の操作については、「メニューツリー」 （295 ページ）と「操作手順」 （296 ペー 
ジ）を参考に操作およびを種設ををしてください。 


ユーティリティの終了 

ユー ティリティの TOP メ ニューでく Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


円 ease Press < Ctrl > < Alt > < Del > to REBOOT the system . 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+< Alt >+< Del > 羊一を押します。再起動します。 
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メニユーツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ•：情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設を（変更）可能 


メ ニュー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を巧う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Configuration 

Configuration の新規設定 

◊ View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するバーチャルドライブを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

◊Objects 

さ'種設定 

◊Adapter 

RAID コント□-ラ設定 

◊ Sel . Adapter 

アダプタの選択 

参 Rebuild Rate 

30 

参 Chk Const Rate 

30 

参 FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

参 Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

参 Cont on Error 

Yes 

参 Fast hit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1 GB 

参 Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルライブの選択(複数バーチャルドライブが存在） 

◊Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チエック 

◊ View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

バーチャルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

- #Stripes 

バーチャルドライブを構成している八ードディスクドライブ 
数を表示 

- State 

バーチャルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設定 












































296 RAID システムのコンフィグレーション 


メニュー 

説明 

◊Force Online 

ディスクを強制的(こオンライン(こする 

◊Change Drv State 

ディスクをオフラインまたはホ、ソトスペアを Redy にする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No . 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チェック 


操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 「 Confi 呂 ure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 



参 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
フィ グレーシヨ ン情報びクリアされます。既存のコンフィ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 uration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 ではパーチヤルドライブ容量の設定ができませ 
ん 。 「New Confi 呂 uration 」 か 「 View/Add Configuration 」 で作成 
して < ださい。 






















ハードウエア編 297 


3. 確認のメッセージ ( Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され(画面下にス羊ヤンの情報が表示されます)、終了ずると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 
スキーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「 ONUN 」 になります）。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



己.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 
6. スペースキーを押す。 

SPAN -1 が設をされます。 


Select ConTigurable Array(s) 


— A-0 — 
SPAN-1 
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7. く F 1日>キーを押してノ（ーチャルドライブの作成を行う。 

[Virtual Drives ConfigureJ 画面が表示されます。（下図は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 

- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、 に ize 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に口311」を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID 0 

1 

RAID 1 


パックを組んだ HDD の数によって選択巧能な RAID レベルが変わります。 

に）に ize 」 ：パーチャルドライブのサイズを指定します。本装置のマザーボード上の 
RAID コント□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

0が 

ライトノ \ 、ソク 


* ^推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を ron 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありまずのでごを意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ50% U 下に低下しまず。 

(4) FRAJ : Read Ahead の設走:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを巧わない 

0が 

先読みを行う 


推奨設定 
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(5) に pan 」 ： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0*1 

Span 設定を巧わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


* 1 推奨設定 

SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組じ(上の同ーパックを作成します。 


RAID! の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

バーチャルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にバーチャルド 
ライブが表示されます。 

1日.パ'-チャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を减ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects 」-► [Virtual DriveJ -►「 View/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Virtual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うバーチャルドラ 
イブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 


15. パ'-チヤルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押し " Clnitialize を行う。 


実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive ProgressJ 画面のメータ表示が100%になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのパ'-チヤルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （302 ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


wO コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
■M ください。 

コンフィグレーシヨン作成直後の整合性チェックでは不整合を検出-修正する 
場合びありまずび問題ありません。 
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マニュアルリビルド 



1 . A - ドディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. T 日 P メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

[Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD にカーソルを合わせ、スペースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅します。 

己. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


PORT# 
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ホツトスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjects-PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

己 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 「 H 0 TSP 」 に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 rObje な S 」 一 「 PhysicalDrive 」 

I チェック I 一 rPort # X 」 一 「Change Drv State 」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八ードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 

CH 番号/ ID 番号がルさい八ードディスクドライブか6順にリビルドが実 
施されます。 


整台性チ王ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより、に heck Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整含性チェックを行ラバーチャルドライブにカーソルを含わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整合性チェックを行ラ。 
日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

[Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096じなったら、整合性 
チェックは完了です。 
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目.く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Hi 


コンフイグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
<ださい。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーシヨン情報のクリアを行います。 TOP メニユーより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID 〕 ン 
卜□ー ラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーシヨン情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コント□-ラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 




バーチャルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできません。 
Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects 」 一 [Physical Drive J 一八ードディスクドライブ選択一 「Force Online 」 
を選択。 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メ ニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 rsel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定巧能。デフオルト值馈定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を磕認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 [Physical DriveJ 
「Drive Properties 」 を選択。 


>八ードディスクドライブ選択- 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI EmbeddedMegaRAID のコンフィグレーシヨン、お 
よび、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点じついて説明します。 


用語 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分が 
あります 。 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用するとき 
は、 W 下の表を元に用語を読み替えて<ださい。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライブ 

Virtual Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号との 

ディスクアレイのをコンポーネントを管理するための番号は 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility と Universal RAID Utility では表示方まが異なります。 

W 下の説明を元に識別して<ださい。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、 Adapter を 0 から始まる番号で管理します。 
Adapter の番号を参照するには、 [ Objects ] メニューのに el . Adapter ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、 RAID コント日ーラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAID コント□-ラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、 RAID コント □- 
ラのプ□パティの[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID コント日ーラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility のメニューで管理する Adapter 番号も RAID コント日ーラのプ□パティの 
[ ID ] で参照できます。 

Virtual Drive と論理ドライブ 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Virtual Drive を 0 から始まる番号で管理します。 
Virtual Drive の番号を参照するには、 [ Objects ] メニューの [Virtual Drives ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の播哥を、 「 aidcmd では、論理ドライブのプ□パティの [RAID Controller #X Virtual Drive # Y ] 
を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration Utility 
の管理する論理ドライブ番号も論理ドライブのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、ディスクアレイを0から始まる番号で管理しま 
す。ディスクアレイの番号は、 [ Objects ] メニューの [Physical Drive ] の [Objects - PHYS に AL 
DRIVE SELECTION MENU ] の [ Axx ] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを 1 から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd では、ディスクアレイのプ□パティの [RAID Controller 
#X Disk Array # Y ] を参照します。 

Physical Drive と物理デバイス 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Physical Drive を Po け番号で管理します。 
Physical Drive の Port 番号は [ Objects ] メニューの [Physical Drive ] で [Objects - PHYSICAL 
DRIVE SELECTION MENU ] の [Port #] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを 1 から始まる番号と ID で管理します。番号は接続し 
ている物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる値 
を割り当てたものです。 ID は 、 LSI Software RAID Configuration Utility で表示する Port 番号 
と同じ値です。 

Universal RAID Utility で物理デバイスの番号と ID を参照するには、 RAID ビューアでは、物理 
デバイスのプ□パティの[番号]と [ ID ] を、 「 aidcmd では、物理デバイスのプ□パティの [RAID 
Controller #X Physical Device # Y ] と [ ID ] を参照します。 
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優先度の設定 

LSI Software RAID Configuration Utility では、 RAID コント日ーラのリビルド優先度、整合性 
チェック優先度の設を項目を数値で表示/設ちしますが、 Universal RAID Utility は、高/中/低 
の3つのレベルにまるめて表示/設ちします。それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応につ 
いては、 W 下の表を参照してください。 

たとえば、 LSI Software RAID Configuration Utility で、 RAID コント□—ラの [Rebuild Rate] 
を "10" に設定:したとき、 Universal RAID Utility は、その RAID コント□ー ラの[リビルド優先 
廚を"中"という値で表示します （RAID コント□-ラの[リビルド優先卸は、" 10" で動作しま 
す)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント□-ラの[リビルド優先廚を "High" に設定:したとき、 
[リビルド優先度]は、 "20" で動作します。 LSI Software RAID Configuration Utility でその 
RAID コント日ーラの [Rebuild Rate] を参照すると、 "20" と表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

1 己〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Rebuild Rate 

0-7 

做 Low) 

整合性チ: L、 ソク優先度 

1己〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Chk Const Rate 

0-7 

做 Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定ずる値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Rebuild Rate 

做 Low) 

己 

整合性チ: L、 ソク優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Chk Const Rate 

低 (Low) 

己 



• LSI Software RAID Configuration U 川 ity では 、 FGI (フォアグラウンドイニ 
シャライズ )、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設 
をできますが 、 Universal RAID U 川 ity ではバックグラウンドイニシャラ 
イズの優先度は設をできません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定:できますが 、 「LSI 
Embedded MegaRAIDj にがして、初期化優先度を設をできません。そ 
のため、 RAID ビユーアのプロパティの [オプション] タブに[初期化優先 
周の項目は表示しません。また、 raidcmd で初期化優先度を設をすると 
失敗します。 
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2.5 インチディスクモデル 

本な装置内蔵の RAID コント□—ラのコンフィグレーシヨン 


2.5 インチディスクモデルの本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-116 A 柜当内敵を使用し 
て、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方まじついて説明します。 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103-116 A 相当内蔵)が持つ機能を説明します。 


U ビルド 

リビルド ( Rebuild ) は、八ードディスクドライブに故障が発生した場合に、故障した八ードディ 
スクドライブのデータを復旧させる機能です。 『 RAID 1』 や 『 RAID 5』、『 RAID 6』 など、冗長 
性のあるバーチャルディスクに対して実行することができます。 

マニュアルリビルド(手動リビルド） 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A 相当内蔵）の管理ユーティリティ 
「 Web 目 IOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し、手動で実施するリビルドです。八ード 
ディスクドライブを選択してリビルドを実行することができます。 


才ートリビルド(自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能です。 

オートリビルドには、 t (下の2種類の方まがあります。 

• スタンバイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホ、ソトスペアが設をされてい 
る構成では、バーチャルディスクに割り当てられている八ードディスクドライブに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 
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パト□—ルリード 

パト□ールリード (Patrol Read ) は、 A - ドディスクドライブの全領域にリ ー ド&ベリファイ 
試験を実施する機能です。パト□ールリードは、バーチャルディスクやホ、ソトスペアに割り当 
てられているすべての八ードデイスクドライブに対して実行することができます。 


U ビルドを実行する場合は、 1 U 下の点に注意してください。 

• リビルドに使用ずる八ードディスクドライブは、故障した八ードディスク 
ドライブと同じ仕様（同一容量、同一回転数、同一規格）のものを使用し 
て < ださい。 

• リビルド中は負荷びかかるため、処理速度はお下しまず。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万び一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドび再 
開されまず。 

• 故障した八ードディスクドライブを抜いてか5新しい八ードディスクド 
ライブを実装するまでに、 60 f 少 m 上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドび動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 


パト□ールリードにより、八ードディスクドライブの後発不良を橫化•修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるバーチャルディスクを構ぶする八ードディスクドライブやホ、ソトスペアに割り 
当てられた八ードディスクドライブの場合は、実行中に橫化したエラーセクタを修復すること 
ができます。 



パト□—ルリードを実行する場台は、 m 下の点にま意してください。 

• 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 1目 A 相当内敵は、工場 
出荷時にパト□-ルリードび有効 [ Enable ] となっています。 

• パト□—ルリードの設定を変更ずるには 、 Universal RAID Utility を使 
用しまず。 

• パト□ールリード実行中にシステムを再起動してち、途中か5再開しま 
ず。 









ハードウエア編 309 


整合性チェック 

整合性チェック (Check Consistency ) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です 。 「RAID 0」 W 外の冗長性のあるバーチャルディスクに対して実行することができま 
す。また、ホットスペアディスクに対しても実行することができます。 

整合性チェックは、 Web 目 I 0 S や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に橫化したエラーセクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 



整台性チェックを実行ずる場台は、下の点にミち意してください。 

• 整合性チェック中は負荷びかかるため、処理速度は低下しまず。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中か5再開しま 
ず。 

• 整合性チェックのスケジユール運転は、 WebBIOS 、 もしくは、 
Universal RAID Utility の raidcmd とオペレーテイングシステムのス 
ケジユーリング機能などを組み合わせて行えまず。 
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バックグラウンドイニシャライズ 

5台]: i 上の八ードディスクドライブで構成されたディスクグループに RAID 5 のバーチャル 
ディスクを作成した場合、および7台じ(上の八ードディスクドライブで構成されたディスクグ 
ループに RAID 6 のバーチャルディスクを作成した場合、自動的にバックグラウンドイニシャラ 
イズ (Background Initialize ) が実施されます。バックグラウンドイニシャライズ機能は、初期 
化されていない領域に対してバックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 

ただし、 t (下の場合はバックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、バーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了してし^る場合 

• バックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
いる場合 ( RAID 5 のみ） 

• パーチャルディスク作成時に 、 「Disable BGIJ の設をを 「 Yes 」 に設をした場合 

• パーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合* 

* RAID 6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の場合はバックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライズが完了しているバーチャルディスクに対してじ(下 
の操作を行った場合は、再度バックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合に、オフラ 
インの八ードディスクドライブに Make Online を実施し、パーチャルディスクが Optimal 
し,ょった±な合 

• RAID コント□ーラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクシヨンを実施し、八ードディスクドライブ 
5台 W 上の RAID 5 構成に変更した場合 

• 既存のバーチヤルディスクにリコンストラクションを実施し、八ードデイスクドライブ 
7台 W 上の RAID 6 構成に変更した場合 


wO バックグラウンドイニシャライズを実行ずる場合は、 ly 下の点に注意してくだ 
圍 さぃ。 

• バックグラウンドイニシャライズ中は負荷びかかるため、処理速度はお 
下します。 

• バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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リコンストラクション 

リコンストラクション ( Reconstruction ) 機能は、既存のパーチヤルディスクの RAID レベルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクション機能には W 下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -116 A ネ目当内蔵)では Migration with addition のみ 
をサポートしています。 

两"〇 リコンストラクションは、 WebBIOS で行います。 Universal RAID Utility は 
リコンストラクシヨンをヴポートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)では未サポートです。 

Mi 呂 ration only 

本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)では未サポートです。 


Migration with addition 

既存のバーチャルディスクに八ードディスクドライブを追力□する機能です。本機能の実行パ 
ターンは JU 下の通りです 。 （a :追力□する八ードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID0 

X 台 

RAID0 

X+ a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID0 

1 台 

RAID1 

2 台 

容量は変更されない 

RAID0 

治 

RAID5 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID0 

治 

RAID6 

x+a 台 
(a=2U 上） 

八ードディスクドライブ 
a-2 台分の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID0 

2+a 台 

八ードディスクドライブ a +1 台 
分の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID 己 

2+a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID6 

2+a 台 

八ードディスクドライブ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 己 

治 

RAID0 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 己 

治 

RAID5 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 己 

治 

RAID6 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID0 

X+ a 台 

八ードディスクドライブ a+2 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID 己 

X+ a 台 

八ードディスクドライブ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID6 

X+ a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 
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リコンストラクションを実行する場合は、下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整台性 
チェックを実施してください。 

• 1つのディスクグループに複数のパーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷びかかるため、処理速度はお下します。 

• 縮退状態 (Degraded) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded) の 
バーチャルディスクにも実行ずることびできますが、リビルドを実行 
し、バーチャルディスクを復旧した後で実行ずることを推奨しまず。 

• リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されまず。 

• 構成によっては、リコンストラクションび完了後に、自動的にバックグ 
ラウンドイニシャライズび実行される場合びありまず。 


例） RAID 日のパ’ーチャルディスクの Migration with addition 

W 下は、 36 GBA - ドディスクドライブ X 3台で構成された RAID 5 のパーチャルディスク 
に、 36 GBA - ドディスクドライブを1台追力□する場合の例です。 






バーチャル7■'ィスク （RAID 5) 




【実行前】 
容量二 72 GB 



Migration with addition 実行 




【実行後】 


容量二108 G 巨 
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WebBIOS を使用する前に 

「 WebBIOS 」 を使用する前に、サポート機能および注意事項を参照してください。 


ヴポート機能 

• 八ードディスクドライブのモデルを/容量の情報表示 

• 八ードディスクドライブの割り当て状態表示 

• バーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定： 

— Stripe 目 lock サイズの設定： 

— Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定： 

• バーチャルディスクの設定情報-ステータスの表示 

• バーチャルディスクの削除 

• コンフィグレーションのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チェックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


バーチャルドライブ作成時の注意事項 

1. DG を構成する八ードディスクドライブは同一 容量 および同一回転のものを使用し 
て < ださい。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください。 

3. 本製品配下の VD に日 S をインス I -ールする際は、日 S インス I -ール用の VD のみを 
作成してください。 

4. Web 巨 IOS は ESMPR 日/ ServerMana 呂 er のリモートコンソール機能では動作しま 
せん。 
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日. Web 巨 IOS の Physical Drive と Universal RAID U 川 ity の八ードディスクドライブ 
の対応は、下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical View で表示するス□、ソト番号* 

* Drives 欄で表示される情報はス□、ソト番号、八ードディスクドライブの種類、 
容量、状態を表示します。ス□、ソト番号は ro 〜7」で表示され、八ードディ 
スクドライブベイのス□、ソト番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスの「プ□パティ」で表示される [ ID ] 


WebBIOS で表示するス□、ソト番号と Universal RAID Utility の物理デバイスの ID が 
対応しています。詳細は Universal RAID Utility のユーザーズガイドを参照してくだ 
さい。 


WebBIOS の Physical View の表示画面 


NeaaR^ID BIOS Ccmfig Utilitu Phusical Ccmfiguration 


却通卽 Ml 逊 


け I な 


Li 曲田お 


t Controller Selection 


> Controller Properties 


Physical 川 eu 




i Slot:1,SAS, 


ijDD. 


67.656 GB, Online 
67.656 GB , Online 
加も67.656 GE , Online 


Ly； Slot: 3, S 正 S, HDD, 67.656 GE , Unconfigured Good 


Universal RAID Utility の物理デバイス①プ□パティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

Web 巨 IOS の起動 


W 下の画面が表示された後、く Ct 「 l >+< H > 羊一を押して Web 巨 IOS を起動します。 


【 POST 画面イメージ（パ’ーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAlD SAS-MFI BIOS 
Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 

Copyright (c) 20XX LSI Corporation 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAlD SAS 8708 EM2 
FW package: X.X.X - XXXX 

0 Virtual Drive(s) found on the host adapter. 

0 Virtual Drive(s) handled by BIOS. 

Press <Ctrl> <H> for WebBIOS._ 



• POST 中はく Pause〉 キーなどの操作に関係ないキーを}甲さないでくだ 
さい。 

• く Ctrl>+ く H> キーを巧し忘れてしまった場合、または POST 後に次ぺ一 
ジの Menu 画面び表示されなかった場台は、再起動を行い、再度 
<Ctrl>+<H> キーを巧してください。 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初に" Adapter Selection " 画面が表示されます。 WebBIOS を用い 
て操作を実施する [Adapter N0 .]を選択してチェックし、に tart ] をクリックしてください。 


Adapter Selection 


けな 


Adapter No. 

Bus No 

0. • 

16 

1. 9 

96 

L _ 



王 ype _ 

HegaR 立 ID SAS 8708EH2 


Firmware Uersion 


巧 [哑] 


Adapter Selection を実行すると Web 目 lOS トップ画面が表示されます。 


MeaaRMD BIOS Config Utility Physical Confiauration 


il i 




Physical Uieu 


戸な 






WebBIOS Menu 


構成されている VD および本製品に接続さ 
れている八ードデイスクドライブの情報 
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WebBIOS Menu 


項目 

説明 

Controller Selection 

Adapter Selection 画面 ( こ戻ります。 

Controller Properties 

本製品の設定情報を表示します。 

Scan Devices 

本製品に接続されている八ードディスクドライブを 
再認識します。 

Virtual Drives 

すで(こ構成されている VD の操作画面を表示します。 

Drives 

本製品に接続されている八ードディスクドライブの操 
作画面を表示します。 

Configuration Wizard 

VD を構築するウィザードを表示します。 

Physical View / Logical View 

本製品(こ接続されている八ードディスクドライブの表 
示 / VD 構成の表示を切り替えます。 

Events 

イベント情報を表示します。 

Exit 

WebBIOS の終了画面へ移動します。 


Virtual Drive のステータス表示 （Physical View では表示されません。） 


項目 

説明 

Optimal 

VD が正常であることを示しています。緑色で表示さ 
れます。 

Partially Degraded 

該当する VD が RAD6 を構成している状態において、 

八ードディスクドライブが 1 台縮退していることを示 
しています。青色で表示されます。 

Degraded 

該当する VD の八ードディスクドライブが 1 台、ある 
いは 2 台 （ RAID6 構成時）縮退している状態を示して 
います。 

青色で表示されます。 

Offline 

該当する VD がオフラインの状態です。 

ホ色で表示されます。 

Initialization 

該当する VD を初期化しています。 

ConsistencyCheck 

該当する VD の整合性をチェックしています。 

Rebuild 

該当する VD がリビルド中です。 

BackGroundInitialize 

該当する VD がバックグラウンドイニシャライズ中で 
す。 

Reconstruction 

該当する VD がリコンストラクシヨン中です。 
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A - ドディスクドライブのステータス表示 


項目 

説明 

Unconrigured Good 

本製品に接続されている八ードディスクドライブで使 
用されていない状態です。青色で表示されます。 

Online 

コンフィグレーシヨン(こ組み} A まれている八ードディ 
スクドライブです。正常であることを示しています。 
緑色で表示されます。 

Offline 

コンフィグレーシヨン(こ組み} A まれている八ード 
ディスクドライブです。 

オフライン状態であることを示しています。 

赤色で表示されます。 

Unconfigured Bad 

該当する八ードディスクドライブが故障しています。 
(本ステータスの八ードディスクドライブは Physical 
View でのみ確認できます。） 

黒色で表示されます。 

Rebuild 

該当する八ードディスクドライブがリビルド中です。 

黄±色で表示されます。 

Hotspare 

ホ、ソトスペア(こ指定した八ードディスクドライブに表 
示されます。桃色で表示されます。 



• Physical View の画面ち側で表示される情報はス□ット番号、八ード 
ディスクドライブの種類、容量、状態を表示します。 

• ス□ット番号は「〇〜7」で表され、ハードディスクドライブベイのス 
□ット番号を表示します。 

• 本製品では Events 機能をサボートしていません。 

• S.M.A.R.T ステータス 

- Pred Fail Count び1似上の八ードディスクドライブの情報は黄 
色で表示されます。 

- 過去にエラーびあったことを示しており、通常のディスクとして 
使用することがでをますび、ディスクの交換をお勧めいたしまず。 
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Controller Properties 

WebBIOS トップ画面にてに ontroller Properties ] をクリ、ソクすると、本製品の設定:情報が表示 
されます。 



設定情報画面にて [ Next ] をクリ、ソクすると、本製品の詳細設をが表示されます。 
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設定情報画面には次のページにもあります。 [ Next ] をクリックすると、次のページの詳細設を 
が表示されます。 



"Schedule CC " の欄のに upported ] をクリックすると、整合性チェックのスケジュール運転 
の設を画面が表示されます。 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

増設バ、ソテリのプ□パティ画面 
を表示します。 

-バッテリ搭載時 ： Present 
- パ、ソテリ未搭載時 : None 

- 


Set Factory Defaults 

No 

- 

不可 * 1 


Cluster Mode 

Disabled 

- 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Controller BIOS 

Enabled 

- 

不可 


NCQ 

Disabled 

- 

不可 


Coercion Mode 

None 

- 

不可 


S.MAR.T Polling 

300 

- 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Disabled : アラームなし 

Enabled ブラームあり 

Silence ブラームが鳴っている 
場合、停止します 

が2 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値 : 30 

巧 


Cache Flush Interval 

4 

- 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

- 

不可 


Spinup Delay 

12 

- 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

- 

不可 


Drive Powersave 

Disabled 

- 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チて、ソクで不整合をお出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

巧 


Maintain PD Fail History 

Enabled 

- 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

巧 



*iSet Factory Defaults を実施ずると化荷時設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 

* 2 Alarm を Enable にずると、八ードディスクドライブが故障して VD が Degrade 状態になった場合に本装置からアラーム 
が鳴ります。 
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設定値変更方法 

"Controller Properties " 画面にて設を変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
に ubmit ] ボタンをクリ、ソクして設を値を磕をしてください。 

増設バッテリを搭載している際には 、" Battery Backup " のステータスが" Present " と表示 
されます。 [ Present ] をクリックすると、下のバッテリステータス画面が表示されます。 



irO 上記プ□パティ画面において" Auto Learn Period"、"Next Learn Time" 
および" Learn Delay Interval" は本製品では設定変更不可でず。 



• バッテリの状態を確認するには電流値を表す Current の値を参照してくだ 

さし、。 

- バッテリが充電状態のとき Current はプラスの値を示します。 

- バッテリが放電状態のとき Current はマイナスの値を示します。 

• WebBIOS では画面の表示が自動で更新されません。しばらく時間が 
経ってから画面表示を確認する場合は一度トップ画面に戻るなど表示を 
切り替えてから再度確認してくださし、。 
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Scan Devices 

Web 巨 lOS トップ画面にてに can Devices ] をクリックすると、本製品に接続されている八ード 
ディスクドライブを再ス车ャンします。この機能は WebBIOS 起動後に新たな八ードディスク 
ドライブを接続した際に有効です。 

• 新たに接続した八ードディスクドライブに他のコンフィグレーシヨン情 
報び保巧されている場合、 ■UTF の" Foreign Configuration" 画面び表 
示されます。そのまま新たな八ードディスクドライブとして使用ずる場 
合は、 [Clear] をクリックしてください。新たに接続した八ードディス 
クドライブ内のコンフィグレーシヨンI肩報びクリアされます。 

• 新たに接続した八ードディスクドライブを使用して Universal RAID 
Utility で論理ドライブを作成する場合、他のコンフィグレーシヨンび 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能を使 
用して残っているコンフィグレーシヨンを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Virtual Drives 

WebBIOS トツプ画面にて [Virtual Drives ] をクリ、ソクすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 VD —覧の欄には、既存の VD が表示されます。 



項目 

説明 

Fast Initialize 

VD —覧で選択した VD の先頭領域をクリアします。 

Slow Initialize 

VD —覧で選択した VD の全領域をクリアします。 

Check Consistency 

VD —覧で選択した VD の全領域の整合性チて、ソクを巧 
います。不整合が見つかった場合は修復します。 

Properties 

VD —覧で選択した VD のプ □ パティを表示します。 

Set Boot Drive(Current =XX) 

オペレーティングシステムを起動する VD を指定します。 

初期値： NONE 

複数 VD 環境で、 VD01U 外の VD か 6 起動する場合は、 
手動で設定を変更する必要があります。それ]:>(外の場 
合は、初期値のままご使用 < ださい。 

[ 設定方法 ] 

1. VD —覧よりオペレーティングシステムを起動させ 
る VD を選択します。 

2. Set Boot Drive (Current =XX) (こチェックを入れ 
ます。 

3. [Go] をクリックします。 


wO • VD わ帘在しない場合は、 VD— 覧に VD が表示されません。本操作画面 
置 a は VD び存在ずるときに使用してください。 

• Set Boot Drive を正しく設定していても、本体装置の BIOS の Boot プ 
ライオリテイの順位によっては、オペレーテイングシステムび起動でき 
ない場合びあります。 

• VD 構成後、初回の Check Consistency では警告び表示され、不整合 
び検出されることびありまず。 
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Drives 

Web 目 IOS トップ画面にて [ Drives ] をクリ、ソクすると、本製品に接続されている Physical Drive 
に対する操作画面が表示されます。 



接続されているデバイスび存在しない場合は、画面も上の欄に八ードディスク 
ドライブび表示されません。本操作画面は八ードディスクドライブび接続され 
ているときに使用してください。 
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Physical Drive Properties 

Physical Drive のプ□パティの磕認は W 下の手順で行います。ここでは 、 Physical Drive のプ 
□パティを磕認する例を説明します。 

① 確認する Physical Drive をクリ、ソクして選択する。 

② Properties のチェック欄をクリ、ソクする。 

③ [ Go ] をクリックする。 



① 


② 

③ 


t 又下のようなプ□パティ画面が表示されます。 


MeqaRAID BIOS Confiq Utility Driue 


fliijMimxi 


LSI な 


Enclosure ID 





SAS Address 5000c5000a84a519 



Next 




革 


♦II Back 
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Physical Drive Properties での操作 


項目 

説明 

Locate 

ディスクステータスランプを点灯、または点滅させます。 

Make Global HSP 

選択した八ードディスクドライブをすべての DG を対象とした 
ホ、ソトスペア(こ指定します。 

Make Dedicated HSP 

選択した八ードディスクドライブを特定の DG を対象とした 
ホ、ソトスペアに指定します。 

Remove HOTSPARE 

選択した八ードディスクドライブをホ、ソトスペアか6 
Unconfigured Good の状態(こします。 

Make Unconf Bad 

選択した八ードディスクドライブのステータスを故障にしま 
す。ステータスが Unconfigured Good の八ードディスクドラ 
イブ(こ表示されます。 

Make Unconf Good 

選択した八ードディスクドライブのステータスを 
Unconfigured Good に 

します。ステータスが Unconfigured 目 ad の八ードディスク 
ドライブ(こ表示されます。 

Prepare Removal 

選択した八ードディスクドライブの Power status を 
Powersave (こします 。 Power status が On 、 かつステータス 
が Unconfigured Good の八ードディスクドライブに表示され 
ます。 

Undo Removal 

選択した八ードディスクドライブの Power status をオン(こし 
ます。 

Power status が Powersave の八ードディスクドライブに表示 
されます。 

Make Dive Offline 

選択した八ードディスクドライブをオフライン状態(こします。 
ステータスが Online の八ードディスクドライブ(こ表示されま 
す。 

Make Drive Online 

選択した八ードディスクドライブを Online 状態にします。 
ステータスが Offline の八ードディスクドライブに表示されま 
す。 

Rebuild Drive 

選択した八ードディスクドライブが組み} A まれている VD のリ 
ビルドを開始します。 

ステータスが Offline の八ードディスクドライブ(こ表示されま 
す。 

Mark as Missing 

選択した八ードディスクドライブを VD を構成している DG か 

6除外します。ステータスが Offline の八ードディスクドライ 
ブに表示されます。 



本製品では Events 機能をサボートしていません。 
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Configuration Wizard 

本製品に接続した八ードディスクドライブを用いて VD を構築する機能です。本機能について 
はバーチャルディスクの構築 （330 ページ）にて説明します。 


Controller Selection 

本体装置に本製品を複数枚実装した際に、をアダプタの設をを行うために、 WebBIOS にてコ 
ント□-ルするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トップ画面よりに ontroller 
Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される " Adapter Selection " 画面が表 
示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面に DG が表示されます 。 [Physical View ] をク 
リックすると、 DG を構築している八ードディスクドライブの情報が表示されます 。 [Logical 
View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イベント情報を確認する画面です。 


本製品では Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

Web 目 IOS トップ画面より正 xit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、じ(下の画面にて [ Yes ] をクリックしてください。 



WebBIOS が終了すると、じ(下の画面が表示されます。本体装置を再起動してください。 


Reset Page 


Please Reboot your System 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは Web 目 I 0 S を用いて VD を構築する手順を説明します。 


Configuration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、下の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面ち下の [ Next ] をクリックしてください。 


flecraRAID BIOS Confiy Utilitu Configuration Uizard 




Configuration Uizard guides you through the steps for configuring the MegaRAID 
system easily and efficiently. The steps are as follows: 

1. Drive Group definitions Group drives into Drive Groups. 

2. Virtual Drive definitions Define virtual drives using those drive groups. 

3. Configuration Preview Preview configuration before it is saved. 



广 Clear Configuration 
广 New Configuration 


ration type : 

s you to clear existing configuration only. 


I ITS the existing configuration. If you have any existing data 
be earlier defined drives, the data 町 ill be lost. 


Add Configuration 


TM,ains the old configuration and then adds new drives to the 
^nllguration. This is the safest operation 
—as it does not result in any data loss. 


X Cancel 


n ; iF ... 脂洗. 1 J > 


項目 

説明 

Clear Configuration 

コンフィグレーション （ RAD 情報）をクリアします。 

New Configuration 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成 
します。 

Add Configuration 

既を VD (こ加え、新たに VD を追加します。 


wO New Confi 呂 uration で新たに VD を作成する場合、既存の VD 情報は失われま 
ずのでごを意ください。 
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[Add Configuration] を選択した場合、 JU 下の画面が表示されます。 

必ず [Manual Configuration] を選択して、 [Next] をクリ、ソクしてください。 



irO 本製品では " Automatic Configuration" 機能はヴポートしていません。 
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複数台の八ードディスクドライブをひとまとめの DG としてを義します。 

① DG を構成する八ードディスクドライブをく Ct「l> 羊一を押しながらクリックすることで、 
複数台選択します。 



③選択完了後、画面左下の [Add To Array] をクリ、ソクします。 



③画面ち側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設をされます。 DG の磕をするために、画面 
ち下の [Accept DG] をクリックします。 
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Slot: 0, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot:1,SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 2, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
Slot: 4, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 



I ホ ; Backplane: (252), Slot み SAS, HDD, 6 
I ホ： Backplane: 口 52), Slot:!；. SAS, HDD, 6 
I ホ： Backplane: 口 52), Slot:2, S 立 S, HDD, 6 
Drive Groupl 


X Cancel I Back 


ん "I パ "ext J 


⑥ DG の設を後、スパンを義画面が表示されます。 

⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN] をク 
リ、ソクすると、画面ち側 Span 欄に DG が設定されます。 


MeaaRAID BIOS Confix Utilitu Config Uizard - Span Definition 


かな 



鋼 


Spam Definition ： To add array hole to a Span，select an array hole from the 

drop-doun.Click on Add To Span. Array hole will be added to the 
span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 


す Reclaim 


X Cancel I か， Back I ii* 时 ext f 


④ DG 設を後、画面ち下の [Next] をクリックします。 


MeaaRAID BIOS Confia Utilitu Config Uizard - Driue Group Definition 


わが * 


Driue Group Definition ： To add drives to Driue Gfoup'hold Control key while selecting 
Unconf Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 
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⑦スパン設定完了後、画面ち下の [Next] をクリックします。 


MeqaRMD BIOS Config Utility Config Uizard - Span Definition 


I ♦ぃ 


iryji Spam Definition ： To add array hole to a Span，select an array hole from the 

灼夕 drop-doun.Click on Add To Span. Array hole will be added to the 

span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 



X Cancel 


♦II 



• RAIDOJ ，日， 6 を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定し 
てください。複数の DG に対して一度に VD 設定ずる場合、1つ目の DG 
に対して VD 設定してか5、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• RAID 10,己0のスノくン構成を構築する場合は、同じ数量のノドディス 
クドライブで構成された複数の DG をスパン設定してください。 

• 異なる数量の八ードディスクドライブで構成された DG をスパン設定す 
ることはでをません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 確定後、 VD を義画面が表示されます。 
画面ち側の画面ち側の中段の" NextLD，Possible RAID Levels " には、 DG 内に構築可能な VD 
の RAID レベルおよび最大容量が表示されています。 

例として 、 RAID 5で最大容量135.312 G 巨の VD を構築します。 

①画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

③ "Select Size " 欄へ容量"135.13 2" を入力し、" GB " の単位を選択します。 

③ VD の設を完了後、画面中央下 [ Accept ] をクリックします。 

④ 続けて VD の設定を行う場合は、旧 ack ] をクリックしスパンを義画面から同様の手順で設 
をを行います。 



③ 



• あ5かじめ " Select Size " 欄に入力されている容量は、2台の場合は 
RAID 1、 3台似上の構成の場合は RAID 目の最大容量です。初期で還択 
されている RAID レベルを変更して設定した場合の最大容量ま 、" Next 
LD，Possible RAID Levels " を参照し手動で入力する必要びありま 
す。 

• RAID 己、 RAID 6、 RAID 己0をご使用の場合は、別途 N 8103 -119 
アップグレードキットを増設してください。 

• N 81 03-1 19アップグレードキットを増設していない場合にも RAID 
Level 欄に RAID 己び表示されまずが、還択しないでください。選択して 
も構成情報のセーブに失敗しまず。その場合は最初か5やり直してくだ 
さい。 
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⑥ VD の設定完了後、 [ Next ] をクリックします。 




• J \- ドディスクドライブが2台の組み台わせ ly がでも RAID 1び作成でき 
る場合びありますが、本製品は八ードディスクドライブび2台構成の 
RAID がはサボートしていません。構成しないでください。 

• WebBIOS を用いても、3台の八ードディスクドライブを使用した、「ス 
トライプサイズび 8 KB 」 でかつ 「 RA の目」の論理ドライブはサボート 
していません。 


⑥ DG 内に VD が設定され、 t (下の画面が表示されます。設定した VD に誤りがなければ、画 
面ち下の [ Accept :] をクリ、ソクします。 



⑦ "Save this Configuration ?" というメッセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリックし 


ます。 
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⑩ "Want to Initialize the New Virtual Drives ?" と新規 VD に対しファストイニシャライズ 
を実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。ファストイニシャライズを実 
施する場合は [ Yes ] をクリックしてください。 

⑨ "Virtual Drives " 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左 
下の [ Home ] をクリ、ソクしてください。 



⑩ WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち側に構築した VD が表示されます。 
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Configure SPAN 

例として、4台の八ードディスクドライブを使用して RAID 10( RAID 1 のスパン構成）を構築す 
る手順をじ(下に説明します。 


W-0 RAIDOO や RAID60 の構成はサポートしておりません。構築しないでくださ 
■ra い。 


① Web 目 IOS トップ画面よりに onfiguration Wizard ] をクリックして、ウィザードを起動し 
ます。 

② DG を構成する八ードディスクドライブをく Ct 「 l > 羊一を押しながらクリックして選択しま 
す。（例として2つの DG を構築しスパンします。） 



③選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をクリックし、画面ち側口 sk Groups 欄に DG が 
設をされたことを確認して 、 [Accept DG ] をクリ、ソクして確定します。 



Slot: み 3AS, HDD, 67.656 GB, Online 
:; Slot: 1, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
；；Slot: 2, SAS, HDD, 67.656 GB, Unco 打 f 
：：Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
：：Slot: 4, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 


I Backplane: (252), Slot:0, SAS, HDD, 6 
I im.-. Backplane: (25 礼 Slo む 1,SAS, HDD, 广 
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④画面ち側口 sk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様の手順で2つ目の DG を構 
築し、画面ち下の [ Next ] をクリックします。 


MeaaRAID BIOS Config Utilitu Config Uizard - Driue Group Definition 


かな 


鋼 


Driue Group Definition ： To add drives to Driue Group^hold Control key while selecting 
Unconf Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 


卢 r.; Slot: 0, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
甲； Slot:1,S 立も HDD, 67.656 GB, Online 
作： Slot: 2, S 立み HDD, 67.656 GB, Online 
中： Slot: 3, SAS, HDD, 67-656 GB, Online 
ホ； Slot: % SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 


et 


IB 


帽 

I *; 

I * 

增 

I *; 

I * 

增 


Backplane: (252), Slot:0, SA も HDD, 6 
Backplane: (25 礼 Slot も SAS, HDD, 6 
Drive Groupl Size: 67.656 GB 
Backplane: (252), Slot : も SAS, HDD, 6 
Backplane: 口 52), Slot み SAS, HDD, 6 
Drive Group2 




X Cancel I か i 


Next > 


⑥ DG 確定後、 W 下のスパン定義画面が表示されます。 

⑥画面左側 Array With Free Space 欄から 、 DG 0 を選択し [Add to SPAN ] をクリ、ソクして、 
画面ち側 Span 欄こ DG を設をします。 
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⑦続けて DG 1 を選択し [Addto SPAN ] をクリ、ソクします。2つの DG が画面ち側 Span 欄に設 
定後、画面ち下の [ Next ] をクリックします。 



(8) VD 定:義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の 
[ Accep 口をクリ、ソクします。 
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⑩ "Save this Configuration ?" と確認のメ、ソセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリ、ソク 
します。 


⑩ "All data on the new Virtual Drives will be lost . Want to Initialize ?" と構築した VD に対 
してファストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。 
ファストイニシャライズを実施する場合は [ Yes ] をクリ、ソクしてください。 


⑨画面ち側の欄に、 DG 0 と DG 1 がどちらも VD 0にを義されていること磕認し、画面ち下の 
[ Next ] をクリックします。 


HeaaRMD BIOS Config Utilitu Config Wizard - Uirtual Driue Definition 


RAID Leuel 

1 R 立 IDO こ ] 

Strip Size 

1 64 KB 

Access Policy 

1RW ^ 

Read Policy 

1 Normal 因 

Ur^ite Policy 

1 MBack 

17 Urthru for BBU 

10 Policy 

1 Direct 

Driue Cache 

1 Disable — 1 

Disable BGI 

1 No w\ 

Select Size 

1 。 1 閒述 


巧 



白 VDO 

Drive Group 1 
[^VDO 

\ 



Press Back Button To Add Another Uirtual Driue. 


り Reclaim 


X Cancel | か ， Back 


9 


各スノくンのノ、ードディスクドライブび 2 台の組み合わせ m がでも RAID 10が 
作成できる場合びありますが、本製品は各 DG の八ードディスクドライブび2 
台ずつの組み合わせの RAID 10杉がはサポートしていません。構成しないでく 
ださい。 


⑩ " Preview " 画面が表示されますので、設定:した VD に誤りがなければ、画面ち下の [ Accept ] 
をクリ 、ソク します。 


MeaaRMD BIOS Config Utilitu Config Wizard - Preuieu 


かな 


解 


Configuration Preuieu ： 


This is the configuration defined. Click ACCEPT to saue 
this configuration. 



e e e d 

打打 打 ^ 

.1.1.1 R 

o o o u 

B B , みみぶ 
-o G G G G 

-D 6 6 6 6 

5 5 5 5 5 

-n- 6 6 6 6 

7 7 

-n- 6 6 6 6 

て D D D 。 
で D D D S 
H H H H H 


d 



0 0 0 0 
乱 s 乱 Jh 別 

- 阻 
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⑩ "Virtual Drives " 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左 
下の [ Home ] をクリックしてください。 

® WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち側に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定:項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAID 0 / RAID 1 / RAID 己 / RAID 6 / 

RAID 00 / RAID 10 / RAID 50 / RAID60 

RAID 00と RAID 60 は未サ 
ポート 

Strip Size 

8 KB/16 KB/32 KB/64 KB/128 KB/ 

256 KB/512 KB/1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / Wthru 

WBack :ライトバック 
WThru :ライトスルー 

WrtThru for BAD BBU 

チェックあり/チェックなし 

Write Policy をライトバ、ソ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトバック 
チェックなし： 

常時ライトバック 

奨励設定値：チ： L 、 ソクあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

Unchanged / Enabled / Disabled 

奨励設$ : 值： Disabled 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後(こ Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 



• BGKBack Ground Initialize ) は下の VD でのみ動作します。 

- J \- ドディスクドライブ己台上で構成された RAID 已の VD 
- J \- ドディスクドライブ7台上で構成された RAID6 の VD 

• RAID 己、 RAID 目、 RAID 己0をご使用の場合は、別途 N 8103 -119 
アップグレードキットを増設してください。 

• N81 03-1 19アップグレードキットを増設していない場合にも RAID 
Level 欄に RAID 己び表示されまずび、選択しないでください。選択して 
も構成情報のセーブに失敗します。その場合は最初か5やり直してくだ 
さい。 
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ライト车ヤツシユ設定 (write Policy ) については 、 WrtThru for BAD 目目 U との組み合わせによ 
り、じ(下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設をしてください。 




W け Thru for BAD BBU 



チェックあ 0 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトバック 
書き } A み時(こキャッシュメモリを 
使用しますが、バッテリの異常時 
や充電が完了していない場合に 
は、自動的にライトスルー(こ切り 
替わるモードです。データ保持の 
観点か 6 も安全性が高いため、本 
モード(こ設定することを奨励して 
います。 

常時ライトバック 
バッテリの状態およびバッテリの 
有無 ( こかかわ 6 ず、書き込み時(こ 
常(こキャッシュメモリを使用しま 
す。本モード ( こ設定する場合は、 
必ず無停電電源装置 (UPS ) を使用 
してください。 


WThru 

ライトスルー 

書き } A み時にキャッシュメモリを 
使用しないモードです。データ保 
持の観点か 6 最も安全性が高い 
モードですが、書き込み性能はラ 
イトバック設定に比べ劣ります。 

※ 本モードはありません。 

VD 作成時 ( こ WrtThm forBAD 
目目 U ( こチェックを入れなくても、 
作成後に自動的にチェックが入り 
ます。 



• 常時ライトバックを選択した場台は、バッテリ異常時、または巧電び不 
十分である場合もライトバックで機能します。このため、停電時に 
キャッシュメモリ内のデータが消えてしまう場合があります。 

• 常時ライトバックを使用する場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使用 
して < ださい。 
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ディスク丰ヤツシュ設を (Disk Cache Policy ) には、 W 下のモードがあります。ご使用の環 
境に合わせて設定してください。 


項目 

説明 

Unchanged 

-物理デバイスが持つデフォルトのライトキャ、ソ 
シュの設定を使用するモードです。 

-デフォルトの設定値は、弊社出荷時の設定と異な 
る場合があるため、本モードに設定しないでくだ 
さい。 

Enabled 

-物理デバイスのライトキャッシュを常(こ使用する 
モードです。 

-本モード(こ設定する場合は、必ず無停電電源を使 
用してください。 

Disabled 

-物理デバイスのライトキャッシュを使用しない 
モードです。 

-性能は上記の Enable 設定と比べると劣りますが、 
データ保持の観点か6最も安全性が高いモードで 
す。 

-データ保持の安全性の観点か6、本モードに設定 
することを奨励しています。 


• ディスクキャッシュの設定を Unchan 呂 ed とした場台、物理デバイスの 
デフォルトの設定値は、辭社出荷時の設定と異なる場合びあるため、本 
モードには設定しないでください。 

• ディスクキャッシュの設定を Enable にすると、物理デバイスのライト 
キャッシュを使用します。このため、停電時に物理デバイスのキャッ 
シュメモリ内のデータび消えてしまう場合びあります。 

• 物理デバイスのライトキャッシュを使用する場合は、必ず無停電電源を 
使用してください。 


RAID Level と Stripe SizeJU 外は VD 作成後変更することができます。 Web 目 IOS トップ画面で 
[Virtual Drives ] をクリ、ソクし、 Policies 枠内の設定を変更した徽 Change ] ボタンをクリ、ソクし 
てください。 
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各種機能操作方法 

整合性チ :!: ックに heck Consistency ) 機能 

整合性チェ、ソク (Check consistency ) は VD の整合性をチェ、ソクするための機能です。 

WebBIOS では下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

② Web 目 IOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面ち上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面も下より、 Check Consistency チェック欄をクリックします。 

⑥チェックマークを磕認した後、 [ Go ] をクリックします。 



③ 


④ 


⑥ 


⑥ VD 構築後1回目の Consistency Check に対しては、 W 下の警告文が表示されることがあ 
ります。 Consistency Check を行う場合は、 [ Yes ] をクリックしてください。このときじ 
不整合が多数橫化されることがありますが、故障ではありません。 


MeaaRAID BIOS Config Utility Confirn Page 


The uirtual drive has not been initialized. 

Running a consistency check nay result in inconsistent messages in the log. 
Are you sure you want to continue? 



じ I 別 


⑦ Virtual Drives 画面左に、 Check Consistency の進抄が表示されます。 
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⑧ Virtual Drives 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってくださし^。 


HeaaRWD BIOS Config Utilitu Uirtual Driues 


夕1和|61|曲1,1 


LS じ 



Abort Progress 
VDO I 


Operation 

Check Cons: 
Progress 




I |-£p 


N 




广 Fast Initialize 
广 Slow Initialize 
广 Check Consistency 
广 Properties 

广 Set Boot Drive 忙 urrent=0) 



W "0 VD を作成した後、 1 回目に実施する整合性チェックでは未使用領域の整合性 
び取れていない可能性びあるため、不整台箇所を多数検出し、警告□グび營録 
される可能性びあります。 
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マニュアルリビルド機能 

故障した八ードディスクドライブの交換することで、リビルドは通常ホ、ソトスワップ紹栓挿 
抜）で行うことができます。本体装置の電源をオフにしてから八ードディスクドライブを交換 
した場合、自動的にリビルドを開始しません。その場合には、 W 下に説明するマニュアルリビ 
ルド機能を用いて VD を復旧してください。 


• ホットスワップで八ードディスクドライブを交換してリビルドずる場合 
は、オペレーティングシステムまたは WebBIOS を立ち上ばた状態で 
ディスクを交換してください。 

• リビルドの進撕ま Universal RAID Utility の画面で確認ずるか、あるい 
は WebBIOS のトップ画面でリビルド中の Virtual Disk をクリックずる 
ことで確認できまず。 

• WebBIOS でリビルドの進撕图面を表示したままにすると本体装圍こ 
よっては処理び遅くなる場合びあるため、確認後トップ画面に戻ってく 
ださい。 


八ードディスクドライブ3台を用いて RAID 5 の VD を構築している環境において、八ードディ 
スクドライブが1台故障したケースを例に説明します。今回は活栓交換を行わず装置の電源を 
オフにしてから故障した八ードディスクドライブを交換しているため、オートリビルド機能は 
動作しません。そこで、じ(下で説明するマニュアルリビルド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側の交換した八ードディスクドライブのステータスが" 
Unconfigured Good " となっていることを確認してください。例ではス□、ソト香号2のハードディ 
スクドライブを交換しています。 

PD MissingiBackPlane 252: Slot 2 という表示は、「ス□、ソト番号2じ取り付けられていた VD を構 
成する八ードディスクドライブが有在していない、あるいは構成から外されている」ことを示し 
ています。 

② トップ画面ち側より、新しく接続した八ードディスクドライブ（ここではス□、ソト番号2 
のへー ドデイスクドライブ)をクリ、ソクします。 



③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面下の " Make Global HSP " または、リビルドしたい DG を選択して " Make Dedicated 
HSP " をチェックし、画面中央下の [ Go ] をクリックしてください。 



④ 


⑥リビルドの進抄が画面下に表示されます。 [ Home ] 车一を押してトップ画面に戻ってくだ 
ぎい。 


MeaaRAID BIOS Config Utility Driue 


过 か || 聲 1 凹丄 |^ 


けな 




整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグランドタ 
スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進}歩画面を 
表示したままのが態では、本体装置によってはバックグランド処理び遅くなる 
場合びありまず。 
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⑥リビルド中、トップ画面は W 下のように表示されます。リビルド中の Physical Drive をク 
リ、ソクするとリビルドの進抄画面が表示されます。 



⑦リビルドが完了するとリビルドしていた Physical Drive のステータスは Online になり、 

VD のステータスは Optimal じなります。 
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ホットスペアの設定 

八ードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たに八一 
ドディスクドライブを追力□し、その八ードディスクドライブを H 如 Spare Disk に設をするケー 
スを例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側において、追力□した八ードディスクドライブの 
ステータスが " Unconfigured Good " であることを磕認します。 

③トップ画面ち側より、新しく接続した八ードディスクドライブ(この例ではス□、ソト番号 
3の八ードディスクドライブ)をクリ、ソクします。 



③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面左下の " Make Global HSP " をチェック、またはホ、ソトスペアを設定したい DG を選 
択した上で " Make Dedicated HSP " にチェックを入れ、画面中央下の [ Go ] をクリック 
してください。 


項目 

説明 

Global HSP 

全ての DG (こ対し使用可能なホ、ソトスペアのことです。 

Dedicated HSP 

特定の DG (こ対し使用可能なホ、ソトスペアのことです。 
設定する際には、使用する先の DG を指定する必要が 
あります。 



⑥新しく接続した八ードディスクドライブのステータスが" GLHOTSPARE "、 あるいは 
DED HOTSPARE ’’ になります。 
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⑥画面左下の [ Home ] をクリツクして WebBIOS のトツプ画面に戻ってください。 



少过 Hcy e- ぶ 










































































354 RAID システムのコンフィグレーション 


リコンストラクション機能 

八ードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たに八一 
ドディスクドライブを追力□し、八ードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側において、追力□した八ードディスクドライブ 
のステータスが " Unconfigured Good " であることを確認します。 

② トップ画面ち側より、リコンストラクションを行いたい VD (この例では、 VD 0) をクリツ 
クします。 



③ VD の設定画面が表示されます。 


MeaaRAID BIOS Config Utility Uirtual Driue 




L 引な 


Properties 

RAID Level: 5 Status: Optimal Strip Size: 64 KB 
Capacity: 135.312GB 


Policies 

Access 「Ru 
Write 


日 Read 

Disk Cache 


3 


I" UBack Vi 化 sK じ ache | Disable 

[7 Use urthru for failure or missing batter! 

Disable 。石 ^ I/O 

BGI 1 ——」 

I Change 1 


ons 

n Del Cl Locate 因 Fast Init n Slou Ii| 
CC Go I 


r Keinovednve 


I が Backplane: (252), Slot:0, S ■ 
I が Backplane: (252), Slot:l,S , 


C Migration only 


f • が •！ Migration with addition 


Backplane: 口 5 礼 Slot:% SAS, HDD, 6 




上 ) 


を Reset I 〜、 Go I 
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④画面ち側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 



⑥ 


⑥ 


⑩ 


⑧ 


VD が定義されている DG を 
構築する八ードディスクド 
ライブ情報 


Migra 甘 on Only : 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition : 
)\— ドデイスクドライブの 
追加および RAID レベルの 
変更 


⑥ "Migration with addition " を選択します。 

⑥リコンストラクシヨン後の RAID レベルを巧をします。 

⑩追力□する八ードディスクドライブを選択します。 

(8) ⑥〜⑦の操作完了後、画面ち下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進抄が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 


wO • リコンストラクシヨン実行繳こ、 VD の容量び正常に表示されない場合 
置3 びありまず。その場合はトップ画面か 5Scan Devices を実施してくだ 

さい。 

• 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグラ 
ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進}歩画面を表示したままの状態では、本体装置によってはバックグ 
ランド処理が遅くなる場合びあります。 
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Locate 機能 

Locate は八ードディスクドライブの LED を点な、または点滅させ、ス□ット位置を磕認する 
コマンドです。 VD またはホットスペアディスクの追力日、リコンストラクション、八ードディ 
スクドライブの予防を換などを行う場合は事前に八ードディスクドライブのス□、ソト位置を 
確認することをお奨めします。 

Locate コマンドの実行手順 (WebBIOS の場合） 

① Web 目 IOS のトップ画面ち側で確認する Physical Drive をクリ、ソクしてください。 

③ Physical Drive のプ□パティが表示されます。 Locate のチエック欄をクリックしてくださ 
い。 

③ [ Go ] をクリックしてください。八ードディスクドライブの LED が点な、または点滅しま 
す。 
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Slow Initialize 機能 

Slow Initialize は VD のデータ領域の全セクタに日ライトし、初期化する機能です。 WebBIOS 
で実施する場合は U 下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面ち上より、 Slow Initialize を実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面ち下より、 Slow Initialize のチェック欄をクリックします。 

⑥チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 



③. 


④ 


⑥ 




WebBIOS の Configuration Wizard で VD を作成するときは 、 Fast 
Initialize を実行しパーテイシヨン情報び書かれている先頭セクタのみを 
クリアします。 


Slow Initialize は完了するまで時間びかかります。 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および管理、監 
視を行うユーティリティとして 、 Universal RAID Utility があります。 

Web 目 lOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


Web 目 IOS と Universal RAID Utility は、使用している用語に差分があります 。 WebBIOSch 
Universal RAID Utility を併用するときは、じ(下の表を元に用語を組み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューァ 

「 aidcmd コマンド 

Controller (Adapter) 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Drive 


番号との 

RAID システムのをコンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。 W 下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

WebBIOS は、 Adapter を0オリジンの番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの " Adapter Selection " で表示する [Adapter No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAID コント日ーラを1オリジンの番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAID コント□-ラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは RAID コント □- 
ラのプ□パティの[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、 RAID コント□ーラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 
番号も RAID コント□ー ラのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は 、 Virtual Disk を0オリジンの番号で管理します 。 Virtual Disk の番号は 、 Virtual 
Disk の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1オリジンの番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の[番哥を、 「 aidcmd 〕 マンドでは、論理ドライブのプ□パティの [RAID Controller #X Logical 
Drive # Y ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する論理ドライ 
ブ番号も論理ドライブのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0オリジンの番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Drives や Virtual Disk の [DG X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1オリジンの番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd コマンドでは、ディスクアレイのプ□パティの [RAID 
Controller #X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をス□ット番号、コネクタ番号の2つの0オリジンの番号で管理 
します。これらの番号は 、 Physical Drives のプ□パティで参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1オリジンの番号と ID 、 エンク□-ジャ番号、ス□、ソ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ D ] の値を元に昇順に並べ、値の 
ルさいものから順番に1オリジンの値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS で表示するス 
□、ソト番号と同じ値です。エンク□ー ジャ番号とス□、ソト番号は、1オリジンの番号です。 
Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、物理デバイスの 
プ□パティの播哥と [ ID ]、 [エンク□-ジャ]、[ス□、ソりを、 「 aidcmd コマンドでは、物理デ 
バイスのプ□パティの [RAID Controller #X Physical Drive # Y ] と [ ID ]、[ Enclosure ]、 に lo 口を 
参照します。 


優先度の設定 

WebBIOS は、 RAID コント□ーラのリビルド優先度、パト□ールリード優先度、整合性チェ、ソ 
ク優先度の設を項目を数値で表示/設ちしますが 、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レベルにまるめて表示/設定します。 



• WebBIOS では 、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も 
設をできますが 、 Universal RAID U 川 ity ではバックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度は設をできません。 

• Universal RAID U 川 ity は、初期化優先度も設定:できますが、本製品では 
初期化優先度を設をできません。そのため、 RAID ビューアのプロパ 
ティの[オプシヨン]タブに脚期化優先厨の項目を表示しません。また、 
raidcmd コマンドで初期化優先度を設をすると失敗します。 
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それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応については、 w 下の表を参照してください。 


WebBIOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

做 Low) 

パト□ールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

做 Low) 

整ろ性チ：！:、ソク優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

做 Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定ずる値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

做 Low) 

10 

パト □ ールリード優先度 

Web 目 IOS の Patrol Read Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

做 Low) 

10 

整ろ性チ： L 、ソク優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 


RAID 目の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では 、 RAID 6の論理ドライブを作成するには、4台 W 上の物理デバイス 
が必要です。3台の物理デバイスで RAID 6の論理ドライブを作ぶするには、 WebBIOS を使用 
してください。 


WebBIOS を用いても、 3 台の物理デバイスを使用した、「ストライプ容量び 
8KBJ でかつ 「 RAID 目」の論理ドライブはサボートしていません。 




























ハードウエア編 361 


リセット 


本装置が動作しなくなったときに参照してください。 

リセ、 ソ トにはスイ 、ソチに よる 八ー ドリセツトと羊 ーボー ドからのソフトリセツトの2 つがあ 
ります。 


W "0 リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアして 
しまいまず。八ングアップしたとき m 外でリセットを行うときは、本装置びな 
にも処理していないことを確認してください。 


八—ドリセツ 


本装置前面にある RESET スイ、ソチを押します。 


RESET スイ、ソチ 
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0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
车一を押してください。リセットを実行します。 
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強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


wO リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
os を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


POWER スイ、ソチ 
(4 秒 U 上押す） 











































